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　新年あけましておめでとうございます。
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栄
村
長
　
宮
　
川
　
幹
　
雄

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
ま
い
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
清
々
し
く
希
望
に
満
ち
た
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
昨
年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
終
息
を
見
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は
自
治

体
ご
と
の
感
染
者
数
が
報
道
さ
れ
な

く
な
っ
て
、
感
染
さ
れ
た
方
の
数
が

村
で
も
は
っ
き
り
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
秋
頃

か
ら
冬
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
学

校
・
保
育
園
、
役
場
で
も
感
染
者
や

濃
厚
接
触
者
が
連
日
出
て
、
か
な
り

深
刻
に
な
っ
た
時
も
あ
り
ま
し
た

が
、
幸
い
に
も
大
事
と
な
る
こ
と
無

く
、
今
は
、
大
丈
夫
と
言
え
る
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
も
心
配
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
皆
様
方
に
は
、

引
き
続
き
、
マ
ス
ク
着
用
や
手
洗

い
・
換
気
な
ど
、
で
き
る
だ
け
の
対

策
に
取
り
組
ま
れ
て
、
本
格
的
な
冬

に
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
さ
て
、
昨
年
は
大
き
な
台
風
な

ど
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
無
く
、
そ

う
い
っ
た
点
で
は
、
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
が
収
ま

ら
な
い
こ
と
や
、
そ
れ
か
ら
、
２
月

に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
の

侵
攻
、
ま
た
７
月
に
は
、
安
倍
元
総

理
が
銃
弾
に
倒
れ
る
な
ど
、
誠
に
沈

鬱
な
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
村

で
は
、
栄
村
誌
も
含
め
、
商
品
券
や

燃
料
購
入
補
助
券
な
ど
を
配
布
し

て
、
皆
様
の
元
気
や
暮
ら
し
の
足
し

と
な
る
よ
う
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
村
の
人

口
に
少
し
触
れ
ま
す
と
、
村
の
人
口

は
、
転
入
し
て
き
た
人
と
村
か
ら
出

て
行
か
れ
た
人
の
差
、
社
会
動
態
と

い
い
ま
す
が
こ
れ
が
、
プ
ラ
ス
に
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
数
と
生
ま
れ
て
き
た
子
ど
も
の
数

の
差
、
自
然
動
態
と
い
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
過
去
10
年
間
、
毎
年
56
人

ほ
ど
人
口
は
減
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
細
か
い
数
値
は
と
も
か
く
、
確

実
に
減
少
率
は
改
善
し
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
子
ど
も
が
、
で
き
る
だ

け
多
く
生
ま
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

こ
と
に
つ
な
が
る
施
策
の
展
開
が
大

事
で
す
。
そ
れ
に
は
、
新
型
ウ
イ
ル

ス
と
か
異
常
気
象
・
地
震
、
そ
れ
か

ら
、
超
高
齢
化
等
々
、
心
配
の
種
は

尽
き
ま
せ
ん
が
、弱
気
に
な
っ
た
り
、

諦
め
た
ら
終
わ
り
で
す
の
で
、
生
活

に
欠
か
せ
な
い
道
路
・
河
川
の
整
備
、

電
気
、
水
道
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

維
持
と
合
わ
せ
て
新
し
い
農
村
の
環

境
や
教
育
体
制
の
整
備
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
令
和
５
年
に
は
、
箕
作
、
月
岡

地
区
の
堤
防
工
事
、
百
合
居
橋
の
架

け
替
え
工
事
が
さ
ら
に
本
格
化
し
ま

す
。
常
慶
院
下
の
県
道
飯
山
箕
作
線

沿
い
に
は
新
た
に
造
成
さ
れ
た
宅
地

が
姿
を
表
し
ま
す
。
横
倉
地
区
に

は
、
1
棟
８
戸
建
て
の
住
宅
が
完
成

し
て
、
春
以
降
の
入
居
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
東
部
地
区
で
は
、
地
震
以

降
、
そ
の
耐
震
性
等
々
に
不
安
の
あ

っ
た
、
北
野
温
泉
の
温
泉
棟
も
、
新

し
く
建
て
替
え
る
こ
と
と
し
て
、
年

内
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
温
泉
に
つ
な
が
る
、
天
代
坪
野

線
土
合
橋
ま
で
の
大
型
バ
ス
が
通
れ

な
か
っ
た
、
未
改
良
区
間
工
事
も
新

年
度
早
々
に
着
工
す
る
予
定
で
い
ま

す
。
秋
山
地
域
で
は
、
国
道
４
０
５

号
の
改
良
と
中
津
川
の
床
固
め
工
事

を
中
心
に
砂
防
事
業
の
一
層
の
促
進

に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
ま
た
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
も
積
極
的
に

活
用
し
て
、
村
の
活
力
に
な
る
よ
う

に
受
け
入
れ
の
準
備
を
進
め
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
栄
村
教
育
の
未

来
に
も
新
た
な
光
が
見
え
つ
つ
あ
っ

て
、
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
進
め
る

教
育
委
員
会
の
取
組
に
も
大
き
な
期

待
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
こ
の
令
和
５
年
に
大
き
な

希
望
を
持
っ
て
、
そ
し
て
、
皆
様
方

の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈

念
を
申
し
上
げ
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
希
望
に
満
ち
た
初
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
常
日
頃
よ
り
、
村
議
会
の
運

営
に
関
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご

支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

年
明
け
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
視
察
・
研
修
会

や
総
会
等
諸
行
事
の
開
催
、
出
席
を

自
粛
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

村
内
に
お
い
て
も
、
８
月
を
中
心

に
感
染
者
が
急
増
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
拡
大
と
減
少
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
12

月
20
日
現
在
で
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

2
価
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
は
、
対
象
者

1
，
4
7
7
人
の
う
ち
1
，
1
4
6

人
が
接
種
さ
れ
、
そ
の
後
微
増
を
含

め
、
80
％
程
度
の
接
種
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

引
き
続
い
て
、
手
洗
い
、
手
指
の

消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
三
密
を
避

け
る
な
ど
基
本
的
な
感
染
防
止
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
一
昨
年
に
続
き
、
雪
不
足

で
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
の
オ
ー

プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　

残
念
で
し
た
が
、
雪
不
足
で
は
や

む
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
後
の
降
雪
に

よ
り
、
オ
ー
プ
ン
が
で
き
、
今
シ
ー

ズ
ン
の
賑
わ
い
に
関
係
者
の
皆
さ
ん

と
共
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
、
全
国
的
に
異
常
気
象
に
よ

る
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

栄
村
に
お
い
て
も
、
昨
年
5
月
に

中
津
川
切
明
地
区
で
土
砂
崩
落
が
発

生
し
、
崩
落
し
た
土
砂
は
20
万
㎥
と

大
規
模
の
も
の
で
し
た
。
発
生
当
初

は
天
然
ダ
ム
が
で
き
る
な
ど
、
危
険

度
が
高
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
解

消
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
災
害
対

策
は
も
と
よ
り
、
迅
速
な
支
援
体
制

の
整
備
な
ど
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

長
野
県
に
よ
る
、
千
曲
川
堤
防
工

事
と
百
合
居
橋
架
替
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
堤
防
工
事
に
伴
い
、
住
宅

移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
村
民
が
地

域
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
初
め

て
宅
地
造
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

新
潟
県
、
津
南
町
ほ
か
、
多
く
の

関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
尽
力
に
よ

り
、
旧
宝
山
荘
付
近
の
道
路
改
良
が

完
了
し
ま
し
た
。
村
に
と
っ
て
長
年

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
同
道
路
の
併
用

開
始
に
よ
り
、
東
部
地
域
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

将
来
に
向
け
議
員
の
高
齢
化
、
担

い
手
不
足
等
の
課
題
も
見
え
始
め
て

来
て
い
ま
す
。「
議
会
の
在
り
方
」

に
つ
い
て
改
革
の
必
要
性
を
認
識

し
、
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
、

思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
村
の
将
来
に
向
け
て
の

「
第
6
次
栄
村
総
合
振
興
計
画
」（
平

成
29
年
3
月
策
定
）
の
基
本
構
想
を

基
に
、
向
こ
う
5
年
間
の
後
期
基
本

計
画
（
令
和
8
年
ま
で
）
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
村
で
は
、
同
時
に
「
産

業
振
興
・
生
活
環
境
・
教
育
文
化
施

設
・
交
通
通
信
設
備
」
の
整
備
な
ど

の
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
、
国
の

財
政
支
援
措
置
が
あ
る
過
疎
計
画
も

策
定
し
ま
し
た
。

　

議
会
に
お
い
て
は
、
多
様
な
施
策

が
迅
速
に
予
算
執
行
さ
れ
る
よ
う
提

言
等
行
い
な
が
ら
村
民
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
議
会
と
し
て
、
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
村
民
各
位
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
村
民
の
皆
様
に
お
き
ま
し

て
、
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

栄
村
議
会
議
長
　
上
　
倉
　
敏
　
夫
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村
道
箕
作
泉
平
線
改
良
工
事
完
了

　

平
成
30
年
度
か
ら
国
の
社
会
資
本
整

備
交
付
金
事
業
で
工
事
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
県
道
奥
志
賀
公
園
栄
線
の
分
岐

か
ら
泉
平
集
落
入
り
口
ま
で
の
約
1
・

2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
道
幅
も
広
が
り
見

通
し
も
良
く
な
り
ま
し
た
。

東
部
水
利
組
合
頭
首
工
完
成

　

天
代
川
か
ら
取
水
す
る
東
部
水
利
組

合
頭
首
工
は
、
令
和
元
年
の
台
風
19
号

で
被
災
し
翌
年
7
月
の
豪
雨
で
更
に
被

災
し
ま
し
た
。
こ
の
頭
首
工
の
完
成
で

19
号
台
風
の
災
害
復
旧
が
全
て
完
了
し

ま
し
た
。

橋脚工事用の築島

左岸　橋台工事

　

信
濃
川
緊
急
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
る
百
合
居
地
区
の
堤
防
工
事
及
び
百

合
居
橋
の
架
け
替
え
工
事
が
本
格
的
に

令
和
4
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
現

在
の
百
合
居
橋
の
下
流
に
架
か
る
新
百

合
居
橋
の
橋
台
と
橋
脚
の
工
事
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。　

　

千
曲
川
の
中
央
に
橋
脚
を
作
る
た
め

工
事
用
道
路
が
敷
か
れ
築
島
が
で
き
て

い
ま
す
。
冬
の
渇
水
期
に
ニ
ュ
ー
マ
チ

ッ
ク
ケ
ー
ソ
ン
工
法
で
橋
脚
工
事
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
箕
作
の
豊
高
島
神
社
の
移
転

が
無
事
終
わ
り
、
神
社
近
く
で
は
宅
地

造
成
地
の
切
土
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

豊高島神社

宅地造成地の切土

新
百
合
居
橋
　
工
事
始
ま
る
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　さかえ俱楽部スキー場が12月25日㈰にオープンしました！
　スキー・スノーボードだけでなく、そりゲレンデもあり、小さな子供も安心して遊ぶことがで
きます。レストランも営業しているので、是非ご家族でのご来場をお待ちしています。また、
スキー場の情報はHP・SNSでも発信しますのでご登録ください。

●営業期間
令和5年3月28日㈫まで
●リフト営業時間
8：45～16：00（平日）
8：30～16：00（土日祝日）

最新情報を発信中です！

●料金表

種　別 大　人 小　人
（小中学生）

シニア
（60歳以上）

１ 日 券 3,800円 2,500円 3,200円
半 日 券 2,700円 2,000円 −
１ 回 券 400円 400円 −
４ 時 間 券 2,800円 2,100円 −
シ ー ズ ン 券 28,000円 16,000円 16,000円
平日シーズン券 10,000円
村民シーズン券 8,000円 無料

−村民シーズン券
（高校生） 5,000円 −

スキー場
Twitter

スキー場HP スキー場
Facebook

■今シーズンからクラフトコーラの原液を使
用した「シトラスコーラ」と栄村トマトジ
ュースを使用した「スパイシートマトジュ
ース」が新しくメニューに加わりました。
各400円で提供中！（写真左）

■「あったかトマト鍋」も１月14日㈯から土
日限定の事前予約で提供します。（写真右）

■12月26日㈪・27日㈫に東京都神津島村の小中学生37名がさか
え倶楽部スキー場でのスキー教室のためにお越しいただきま
した！ 27日は栄村の小中学生も参加した雪上運動会を開催し、
雪を通した交流を行いました！

さかえ俱楽部スキー場（商工観光課）　☎0269-87-3355問

スキー場レストラン情報

さかえ俱楽部スキー場がオープンしました

東京都神津島村と
雪を通した交流！
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告
知
放
送
ス
ピ
ー
カ
ー

へ
乾
電
池
を
入
れ
ま
し

ょ
う

申＝申し込み先 　問＝問合せ先 　予＝予約先

　

各
ご
家
庭
に
設
置
し
て
い
る
告
知
放

送
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
乾
電
池
（
単
３
×

４
本
）
を
入
れ
る
こ
と
で
、
停
電
時
で

も
村
か
ら
の
放
送
及
び
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放

送
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
や
長
時
間
の
停
電
発
生

時
に
は
、
村
か
ら
そ
の
情
報
を
放
送
し

ま
す
が
、
停
電
時
は
乾
電
池
が
入
っ
て

い
な
い
と
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、日
頃
か
ら
電
池
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
液
漏
れ
に
よ
る
故
障
を
防
ぐ
た

め
、
１
年
に
1
回
程
度
、
電
池
交
換
を

す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
総
務
課　

情
報
防
災
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

▲

電
池
が
入
っ
て
い
な
い
、
切
れ
て
い
る
場

合
は
一
番
左
の
『
電
源
』
ラ
ン
プ
が
ゆ
っ

く
り
と
点
滅
し
ま
す
。

雪による事故防止と備えを！
　雪による事故原因の多くは、除雪機と屋根雪下ろしによるものです。除雪機を使用する際
は正しく安全に作業を行い、疲れている時は、無理せず作業を控えましょう。また、災害時
の備えとして、告知放送スピーカー等の点検もお願いします。

■
屋
根
の
除
雪
は
細
心
の
注
意
を
！

　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
高
所
で
の
作
業

に
な
る
た
め
に
、
転
落
の
可
能
性
が
つ

き
ま
と
い
毎
年
、
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
「
雪
下
ろ
し
に
は
慣
れ
て
い
る
」
と

い
う
過
信
や
油
断
は
禁
物
で
す
。

■
歩
行
型
除
雪
機
の
安
全
講
習
会
を
開
催

　

12
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
の
２
日
間
、
歩
行
型
除
雪
機

の
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
習
会
で
は
、
除

雪
機
安
全
協
議
会
の
方
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
事
故
要

因
の
説
明
や
操
作
説
明
・
除
雪
機
の
安
全
動
作
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

　
「
停
電
情
報
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
」

　

中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
の
「
停

電
情
報
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
緊

急
時
に
役
立
つ
便
利
な
無
料
の
ア
プ
リ

で
す
。
停
電
情
報
を
知
り
た
い
登
録
し

た
地
域
の
停
電
・
復
旧
情
報
を
「
プ
ッ

シ
ュ
通
知
」
で
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

外
出
先
で
も
、
停
電
情
報
を
す
ぐ
に
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

IOSはこちら

Androidはこちら

資
料
出
典
：
除
雪
機
安
全
協
議
会

問
　
民
生
課　

住
民
福
祉
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

●
作
業
は
２
人
以
上
で
行
う
！

●
無
理
を
し
な
い
！

●
落
雪
・
転
落
に
は
気
を
付
け
て
！

問
　
中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

　
　

☎
0
1
2
0
─

9
8
5
─

2
3
2
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問　総務課　税務係
☎0269-87-3111

農業所得の収支計算はお早めに！

信濃中野税務署から確定申告のお知らせ

　２月から始まる確定申告に向けて、令和４年中の農業に関係する収入と支出を集計しましょう。
◆記入する紙はどうするの？
　主に前回の農業所得を白色申告した方に、用紙等を配布してあります。お手元に用紙が無い場合は、総務課
税務係へお問合せください。また、村のHPにも掲載してあります。
◆記入したらどうするの？
　納税申告相談に来られる方は、１月20日㈮までに、税務係又は秋山支所へ提出してください。
◆納税申告相談はいつから？
　納税申告相談の会場・日程については、広報さかえ２月号でお知らせします。
◆栄村HP　農業所得の申告について
　記入の仕方やエクセル形式の各様式も公開してありますので、是非ご活用ください。

　所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を次のとおり開設します。
◆会　場　信濃中野税務署　２階会議室
◆期　間　２月１日㈬～３月15日㈬（土、日及び祝日を除く）
◆時　間　相談受付：午前８時30分～午後４時　　相談開始：午前９時～
　　　　　（注意）確定申告会場の混雑緩和のため、会場への入場には「入場整理券」が必要です。

【入場整理券の配付方法】　１．会場で当日配付
　　　　　　　　　　　　２．LINEアプリによる事前発行（国税庁LINE公式アカウントを友達追加）
◆その他　
・スマホをお持ちの方は、会場で基本的にスマホを利用して申告書を作成していただきます。
・マスクを着用していただき、少人数でお越しください。
・入場の際に検温を実施します。発熱等の症状のある方は入場をお断りさせていただきます。
・午後４時前であっても、相談受付を終了する場合があります。

栄村HP

確定申告書はご自宅で簡単に作成できます！
　国税庁HPの“確定申告書等作成コーナー”から、ご自宅のパソコン等で申告書を作成できます。
　作成した申告書は、e-Taxの「マイナンバーカード方式」または「ID・パスワード方式」を利用し
て電子送信できます。また、e-Taxを利用しなくても印刷して郵送等により提出することもできます。
　作成コーナーの操作方法は、ヘルプデスク（☎0570-01-5901）までお問い合わせください。

　令和５年10月１日から、消費税の仕入税額控
除の方式としてインボイス制度が開始されます。
　適格請求書（インボイス）を発行できるのは、「適
格請求書発行事業者」に限られ、この「適格請求
書発行事業者」になるためには、登録申請書を提
出し、登録を受ける必要があります。

国税庁
LINE公式
アカウント

国税庁HP
確定申告
コーナー

国税庁HP
インボイス制度

特設サイト

感染防止の観点からも　ぜひご協力を！

確定申告の準備をお願いします

令和５年10月１日から
インボイス制度が始まります！
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任
期
満
了
に
伴
い
、
12
名
の
方
が
新
た
に
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
民
生
・

児
童
委
員
は
村
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
を
つ
な
ぐ

「
地
域
の
パ
イ
プ
役
」
と
し
て
地
域
福
祉
の
調

整
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
の
「
地
域
の
身
近
な
相
談
役
」
で

す
。
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
や
介
護
、
医
療
、

保
健
な
ど
生
活
に
関
す
る
悩
み
事
や
問
題
に
つ

い
て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
任 

期
〉

12
月
１
日
～

令
和
７
年
11
月
30
日
の
３
年
間

委員
氏名 櫻 澤 喜 文 島 田 　 忠 広 瀬 孝 子

○副会長
保 坂 和 世 中 澤 静 枝

○副会長
阿 部 貞 幸

担当
地区 白鳥・平滝 横倉・青倉 森・塩尻 泉平・箕作 月岡・小滝 野田沢

大久保・天地

委員
氏名

◎会 長
広 瀬 幸 利 齋 藤 春 男 桑 原 眞 弓 福原千惠子 山 田 克 也

□主任児童委員
南 雲 充 子

担当
地区

雪坪・志久見
柳在家・切欠

長瀬・原向
笹原・当部

坪野・天代
北野・中野

極野

小赤沢
五宝木

屋敷・上野原
和山・切明 村内全域

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す

�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

★
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
再
認
定
★

　

12
月
16
日
、
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
が

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
再
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
ジ
オ
パ
ー
ク
は
ユ
ネ
ス
コ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
ジ
オ
パ
ー
ク
に
お
け

る
活
動
の
進
捗
状
況
確
認
と
質
の
向
上
を

図
る
た
め
４
年
に
１
度
再
審
査
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
は
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
に
認
定
（
平
成
26
年
）
さ
れ
て
か
ら

２
回
目
の
現
地
調
査
（
認
定
審
査
）
を
迎

え
ま
し
た
。
認
定
ガ
イ
ド
さ
ん
が
審
査
員

と
共
に
両
町
村
の
各
ジ
オ
サ
イ
ト
や
商
業

施
設
等
を
巡
り
審
査
員
へ
地
域
の
魅
力
を

熱
く
語
り
ま
し
た
。

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
か
ら
は
教
育

事
業
を
中
心
と
し
た
取
組
が
高
く
評
価
さ

れ
、
な
か
で
も
推
進
室
で
実
施
し
て
い
る

「
歩
い
て
楽
し
む
ツ
ア
ー
」
や
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
地
域
住
民
が
主
体
的
に
参

加
す
る
取
組
な
ど
が
、
他
の
ジ
オ
パ
ー
ク

の
模
範
に
な
る
と
の
好
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
ジ
オ
認
定
商
品
を
扱
う
業

者
が
増
え
、
さ
ら
に
津
南
小
作
成
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
カ
ー
ド
と
の
コ
ラ
ボ
を
行
い
、
認

定
商
品
の
販
売
促
進
に
繋
が
っ
た
こ
と
は

大
き
な
功
績
と
な
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動

に
参
加
す
る
関
係
人
口
が
増
え
た
こ
と
が

再
認
定
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
再
認
定
は
ガ
イ
ド
さ
ん
の
積
極

的
な
協
力
の
も
と
実
現
で
き
ま
し
た
。
地

域
の
魅
力
を
掘
り
下
げ
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
層
を
対
象
に
ジ

オ
パ
ー
ク
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
村
内
で
新
た
な
史
跡
が
発
見
さ

れ
て
い
る
事
も
ガ
イ
ド
さ
ん
の
活
躍
が
あ

っ
て
の
こ
と
で
す
。
村
の
お
宝
に
さ
ら
に

磨
き
を
か
け
て
、
輝
く
地
域
づ
く
り
を
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
両
町
村
で
連
携
・
協
力
し

な
が
ら
持
続
可
能
な
地
域
を
築
き
上
げ
て

い
く
た
め
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

㊗祝日本ジオパーク再認定㊗
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地
域
の
元
気
を
生
み
出
す
、
モ
デ
ル

的
で
発
展
性
の
あ
る
事
業
に
対
し
て
長

野
県
が
支
援
金
を
交
付
す
る
『
元
気
づ

く
り
支
援
金
』
の
優
良
事
例
に
、
小
赤

沢
活
性
化
倶
楽
部
（
福
原
高
男
会
長
）

が
選
定
さ
れ
、
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

小
赤
沢
活
性
化
倶
楽
部
は
、
令
和
３

年
度
に
本
支
援
金
を
活
用
し
、
地
域
に

自
生
す
る
ク
ロ
モ
ジ
を
使
っ
た
精
油
や

芳
香
蒸
留
水
を
開
発
し
、
地
域
に
新
た

な
活
力
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
製
品
は
現
在
道
の
駅
等
で

販
売
さ
れ
て
い
る
他
、
栄
村
の
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
と
し
て
も
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。

　

県
で
は
現
在
次
の
と
お
り
、
令
和
5

年
度
の
元
気
づ
く
り
支
援
金
事
業
の
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
対
象
者　

公
共
的
団
体
等

◇
対
象
事
業

　

地
域
の
元
気
を
生
み
出
す
モ
デ
ル
的

で
発
展
性
の
あ
る
事
業

◇
交
付
対
象
経
費

　

交
付
対
象
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経

費
（
団
体
等
の
運
営
費
や
人
件
費
、
食

糧
費
等
は
交
付
対
象
外
）

◇
補
助
率

　

2
／
3
～
4
／
5
（
事
業
内
容
に
よ

り
補
助
率
が
異
な
り
ま
す
。）

◇
募
集
期
間

　

令
和
5
年
1
月
4
日
か
ら
令
和
5
年

2
月
1
日
ま
で

問
　
総
務
課　
企
画
財
政
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
2

（前列右から）
副会長 福原洋一 氏、事務局 木村 優 氏

精油（左）、芳香蒸留水（右）

小
赤
沢
活
性
化
倶
楽
部
が
地
域
発
元
気
づ
く
り

支
援
金
の
優
良
事
例
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た

秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.78

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

木
村
で
す
。
村
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

世
間
で
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
ね
。（
こ
の
記
事
を
書
い

た
の
は
12
月
初
旬
頃
で
す
。）
私
は
日
本

戦
だ
け
観
戦
し
て
い
る
の
で
す
が
、
キ
ッ

ク
オ
フ
が
22
時
や
朝
の
４
時
開
始
な
ど
、

普
段
寝
て
い
る
と
き
に
応
援
し
て
い
る
の

で
寝
不
足
ぎ
み
の
こ
の
頃
で
す
。

　

さ
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
は

残
り
３
カ
月
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
任
期

終
了
後
も
栄
村
秋
山
郷
に
定
住
す
る
予
定

で
す
。
次
に
住
む
住
居
、
就
業
先
も
決
ま

り
、
残
す
は
今
ま
で
自
分
が
や
っ
て
き
た

活
動
を
引
き
継
ぎ
す
る
の
み
と
な
り
ま
し

た
。自
身
の
活
動
が
少
し
で
も
継
続
さ
れ
、

形
と
し
て
残
っ
て
い
く
よ
う
業
務
に
あ
た

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
11
～
12
月
の
活
動
報
告
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
２
カ
月
前
に
も
お
伝

え
し
ま
し
た
が
、「
ク
ロ
モ
ジ
で
元
気
な

地
域
づ
く
り
事
業
」
が
、
長
野
県
元
気
づ

く
り
支
援
金
の
優
良
事
例
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。（
事
業
の
詳
細
は
過
去
の
記
事
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。）
12
月
15
日
、
北
信

地
域
振
興
局
に
て
開
催
さ
れ
た
、
表
彰
式

及
び
事
例
発
表
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
で
製
造
し
た
ア
ロ
マ
製
品
は
、

栄
村
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。昨
年
も
多
く
の
注
文
が
あ
り
、

前
年
を
上
回
る
寄
附
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
関
し
て
、
秋
山

地
域
の
任
意
団
体
、
法
人
が
共
同
で
製

造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
継
続
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。
ク
ロ
モ
ジ
の
ア
ロ
マ

製
品
は
、
栄
村
道
の
駅
等
で
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
記
事
を
書
く
の
も
２
カ
月
後
、
３

月
号
の
残
り
１
回
と
な
り
ま
し
た
。
３
月

号
で
は
、
３
年
間
の
総
括
に
つ
い
て
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
協
力
隊
の
任
期

終
了
ま
で
残
り
わ
ず
か
で
す
が
、
引
き
続

き
業
務
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
、

厳
寒
の
折
、
風
邪
な
ど
召
さ
れ
ま
せ
ぬ
よ

う
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

�

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

木
村　

優
）

表彰状授与式の様子
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「
信
濃
川
水
系
河
川
整

備
計
画
」
を
変
更
し
ま

し
た
。

　

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
で

は
、
信
濃
川
・
千
曲
川
で
広
域
に
わ
た

っ
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
令
和
元

年
東
日
本
台
風
に
よ
る
洪
水
へ
の
対
応

や
流
域
治
水
の
取
り
組
み
等
を
盛
り
込

ん
だ
信
濃
川
水
系
河
川
整
備
計
画
の
変

更
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
整
備
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
　
国
土
交
通
省

　
　

千
曲
川
河
川
事
務
所　

調
査
課

　
　

☎
０
２
６
─

２
２
７
─

９
４
３
４

国土交通省
北陸地方整備局

土
砂
災
害
を
対
象
と
し
た

福
祉
施
設
と
の
勉
強
会

　

12
月
16
日
㈮
、国
土
交
通
省
湯
沢
砂
防
事
務
所
と
共
同
で
、

村
内
の
福
祉
施
設
向
け
の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。
勉
強
会

で
は
、
土
砂
災
害
の
事
例
・
避
難
確
保
計
画
を
紹
介
し
、
避

難
確
保
計
画
の
作
成
例
を
学
習
し
ま
し
た
。参
加
し
た
方
は
、

自
身
の
施
設
の
位
置
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認
す
る
こ
と

で
災
害
リ
ス
ク
を
確
認
し
、
対
策
の
重
要
性
を
認
識
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
今
後
の
施
設
の
計
画
作
成
に
向
け
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
施
設
に
助
言
を
行
う
な
ど
、
必
要
な
支
援
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

【避難確保計画とは？】
　洪水等の浸水想定区域や土砂災害警戒区域内に立地し、村地域防災計画に定めら
れた要配慮者利用施設の管理者等については「避難確保計画」を作成し、村に届け
出る義務が課されています。

勉強会状況

　

長
野
県
で
は
、
管
理
す
る
河
川
の
う

ち
、
水
防
法
第
に
基
づ
く
洪
水
予
報
河

川
及
び
水
位
周
知
河
川
以
外
の
中
小
河

川
に
お
い
て
、
1
0
0
0
年
に
1
回
程

度
の
降
雨
（
1
年
間
に
そ
の
規
模
を
超

え
る
洪
水
が
発
生
す
る
確
率
が
1
／

1
0
0
0
程
度
）
に
対
応
す
る
浸
水
想

定
区
域
図
を
新
た
に
公
表
し
ま
し
た
。

　

村
内
の
中
小
河
川
で
は
、
小
箕
作

川
・
大
巻
川
・
中
条
川
の
浸
水
想
定
区

域
図
が
12
月
23
日
に
公
表
さ
れ
、
残
り

の
河
川
は
本
年
度
末
の
公
表
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
令
和
５
年
度
に
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
修
正
し
、
全
戸
配
布
す
る
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
公
表

長野県HP

栄村洪水
ハザードマップ

栄村
ハザードマップ

栄村WEB版
ハザードマップ

問
　
総
務
課　

情
報
防
災
係　

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２
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長
野
県
生
活
困
窮
世
帯

緊
急
支
援
金
の
ご
案
内

小
規
模
修
理・修
繕
契
約
希

望
者
登
録
制
度
に
つ
い
て

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

に
想
い
を
記
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

相
続
し
た
不
動
産
に
つ
い
て
、
相
続

登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
数
多

く
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
に
関
連
し
て
報
道
さ

れ
、
所
有
者
不
明
土
地
問
題
が
社
会
的

な
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
長
野
地
方
法
務
局
と
長
野

県
司
法
書
士
会
は
共
同
し
て
、
こ
れ
ら

の
問
題
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
相
続
登
記
を
促
進
す
る
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
相
続
・
遺
言
・
後
見
を
中

心
に
、
必
要
な
情
報
を
分
か
り
や
す
く

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

民
生
課
で
は
限
定
10
冊
を
役
場
窓
口

に
て
配
布
し
ま
す
。
見
本
が
窓
口
に
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
民
生
課　

住
民
福
祉
係　

　
　

担
当　

髙
橋

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

　

国
の
「
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
」（
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
へ
の
５
万
円
の
給
付
）

の
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
生
活
困
窮
者

に
対
し
て
、
物
価
上
昇
に
よ
り
生
じ
る

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
長
野

県
独
自
で
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
を
支

給
し
ま
す
。

■
給
付
金
の
支
給
額

　

１
世
帯
当
た
り
３
万
円

■
給
付
金
の
支
給
時
期

　

令
和
５
年
１
月
下
旬
か
ら

■
支
給
対
象
世
帯

①
令
和
４
年
度
住
民
税
（
所
得
割
）

　

非
課
税
世
帯

　

基
準
日
（
令
和
4
年
９
月
30
日
）
に

お
い
て
、
栄
村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

令
和
４
年
度
の
住
民
税
所
得
割
が
非
課

税
の
者
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
。

※
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶

養
親
族
等
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

は
対
象
外
。

②
家
計
急
変
世
帯　

　

予
期
せ
ず
令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
間
に
家
計
急
変
が
生
じ
た
世

帯
。（
収
入
が
減
少
し
、
①
と
同
水
準

の
収
入
と
な
っ
た
世
帯
。）

※
国
給
付
金（
１
世
帯
あ
た
り
５
万
円
）

の
支
給
対
象
世
帯
に
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

※
①
と
②
、
重
複
し
て
の
受
給
は
で
き

ま
せ
ん
。

■
申
請
方
法

①
令
和
４
年
度
住
民
税
（
所
得
割
）

　

非
課
税
世
帯

　

対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
世
帯

に
、「
確
認
書
」
を
送
付
し
ま
す
（
１

月
上
旬
）。
中
身
を
確
認
し
て
、
民
生

課
ま
で
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

②
家
計
急
変
世
帯

　

申
請
が
必
要
で
す
。
お
電
話
に
て
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。「
申
請
書
」
を
お
送

り
し
ま
す
。

■
申
請
期
限
　

　

令
和
５
年
２
月
28
日
㈫

問
　
民
生
課　

住
民
福
祉
係　

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

「
振
り
込
め
詐
欺
」
や

　「
個
人
情
報
の
搾
取
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

こ
の
登
録
制
度
は
、
栄
村
が
発
注
す

る
「
少
額
で
内
容
が
軽
易
な
契
約
」
を

希
望
す
る
方
を
登
録
し
、
積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
内
経
済
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。

◦
登
録
で
き
る
方

　

村
内
に
主
た
る
事
務
所
を
置
く
方
。

◦
登
録
で
き
な
い
方

　

村
内
に
主
た
る
事
務
所
を
置
か
な
い

方
（
他
市
町
村
に
本
店
が
あ
る
場
合
）。

　

本
制
度
に
係
る
契
約
締
結
能
力
を
有

し
な
い
方
及
び
破
産
者
で
復
権
を
得
な

い
方
。

　

栄
村
建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

　

工
事
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
資

格
・
許
可
を
有
し
な
い
方
。

◦
対
象
と
な
る
契
約

　

契
約
金
額
が
1
3
0
万
円
を
超
え
な

い
修
理
・
修
繕

◦
申
請
・
受
付

　

受
付
期
間
：
随
時
（
登
録
名
簿
へ
の

登
載
は
申
請
日
の
翌
日
か
ら
で
す
）

　

申
請
方
法
：
詳
し
く
は
村
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
又
は
総
務
課
行
政
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
総
務
課　

行
政
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２
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りよだ健保
ヒートショックを防ぐ

　冬になると寒暖差による体調不良を防ぐための記事を多く目にします。血管に関係のある脳疾
患や心臓疾患で体調を崩される方が多い栄村だからこそ気をつけたいですね。
　「急激な寒暖差により、健康な人でも血圧の乱高下によって様々な体調不良を起こす可能性が
あります。特に血管がもろくなっている高齢者は注意が必要だ」と医師のコメントと入浴の注意
点がまとめられていたので紹介します。

認知症サポーター養成講座について
　高齢化が進む社会で課題の１つとされているのが『認知
症』です。
　村では、認知症があっても地域で楽しみを持ちながら、
互いに支え合うやさしい村を目指し、認知症の知識や高齢
者との関わり方を学ぶ場を開き、これまで94名の方と認知
症について学び、やさしさの輪を大きくしてきました。
　コロナ禍のため中学生の福祉体験が実施できないとの相
談をいただき、ありがたいことに中学校で11月24日に認知症サポータ
ー養成講座を開催させていただきました。その日は授業参観日という
ことで保護者の方にも参加していただけました。
　『めざせ！認知症にやさしい栄村』をテーマに、　認知症の方だから
といって何も特別なことではなく、相手がどのような方なのか、何が
できず何ができるかなど、相手のことを理解する気持ちを大切に優し
く接してほしい…といった内容で行いました。参加してくれた生徒か
らは、「認知症の方を不安にさせないように、同じ立場でやさしく接
したい。」といったうれしい感想をいただきました。今回の授業でや
さしさの輪が100名に拡がりましたよ。
　講座を村内で開催できるようになった際には、住民の方にもぜひ参
加していただきたいです。

冬場の入浴の注意点
◦入浴前にコップ１、２杯の水分をとる　　◦湯の温度は40度まで
◦１、２分間しっかりと掛け湯をする　　　◦入浴時間は10～15分間
◦湯から上がる時はゆっくりと　　　　　　◦風呂に入る時は家族などに知らせる
◦体調がすぐれない日は入浴を避ける

認知症サポーターキャラバン
マスコット　ロバ隊長
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栄村

横浜市栄区

武蔵村山市

姉妹都市との交流（東京都 武蔵村山市）

　12月11日㈰に東京都武蔵村山市で開催された「むさむらEKIDEN
2022」に栄村から１チーム６名が出場しました。この大会には、平成
４年から参加しており、今年で29回目の参加となります。当日は、宮
川村長・上倉議会議長・下教育長も出席し、スポーツを通じて交流と友
好を深めました。
　栄村は姉妹・友好都市と観光・スポーツなど、様々な分野において交流を行っています。今後も行政
関係者だけでなく、多くの住民や団体間での交流を行い、両地域の発展に繋げていきたいと思います。

原
材
料
支
給
事
業
実
績

令
和
４
年
度

総
事
業
費�

３
，２
４
９
，６
９
２
円

【
内
訳
】
元
気
づ
く
り
支
援
金�

１
，８
４
１
，０
０
０
円

　
　
　

村�

９
２
１
，２
３
５
円

　
　
　

地
元
負
担
金
（
15
％
）�

４
８
７
，４
５
７
円

　

長
野
県
地
域
発　

元
気
づ
く
り
支
援
金
事
業
を
活
用

し
、原
材
料
支
給
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

県
の
元
気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用
し
、
要
望
が
あ
っ
た
各

地
区
へ
、
村
が
U
字
溝
や
縞
鋼
板
、
生
コ
ン
等
を
支
給
し
、

地
元
が
農
道
や
水
路
に
施
工
す
る
事
業
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
農
道
、
水
路
が
整
備
さ
れ
、
草
刈
作
業
時
の
事
故
の

防
止
や
時
間
短
縮
な
ど
、
維
持
管
理
の
省
力
化
に
繋
が
り

ま
す
。

　

地
区
要
望
か
ら
策
定
し
た
5
ヶ
年
計
画
（
3
年
目
） 

に

よ
り
、
本
年
は
次
の
12
地
区
へ
支
給
し
ま
し
た
。
来
年
度

は
12
地
区
へ
支
給
す
る
予
定
で
す
。

問　

建
設
課　

建
設
事
業
係　

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

原向地区の作業の様子

地区名 白　鳥 野々海
水利組合 箕　作 野田沢 志久見 切　欠 長　瀬 原　向 北　野 中　野 極　野 小赤沢

製品名 砕石 縞鋼板
ベンチ
フリュ
ーム蓋

縞鋼板 縞鋼板 縞鋼板
ベンチ
フリュ
ーム蓋

縞鋼板 縞鋼板 縞鋼板 縞鋼板 縞鋼板

数　量 6㎥ 50枚 50枚 100枚 50枚 60枚 50枚 50枚 50枚 75枚 50枚 50枚
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　11月は人権月間でした。この月間で３年生は高
齢者の人権について学習を深めました。11月17日
には特別養護老人ホーム　フランセーズ悠さかえに
お勤めの、介護福祉士の川口敏史さんに来ていただ
きました。川口さんの利用者さん一人一人に寄り添
った介護のエピソードをうかがい、生徒は高齢者に
対する接し方について認識を新たにしました。
　授業の終わりに、川口さんから「どんな小さなこ
とでも、介護の知識
を持っている人が一
人でも多くなること
が、高齢者の住みや
すい社会に繋がる」
と教えていただきま
した。

　雨で順延となりましたが、快晴となった11月２５
日にマラソン記録会を実施しました。マラソンコー
ス１周、２周、３周から個人で選んでエントリーし
たところ、１年生にも３周にエントリーする児童が
いました。１ヶ月ほどマラソンカードに記録しなが
ら練習に励み、練習の成果を発揮しようと力走する
姿が見られました。地域の皆様、保護者の皆様の応
援ありがとうございました。

子ども教育係

村の  未来は、教育から 栄村教育委員会報
№８

発行：栄村教育委員会事務局

人権月間より（栄中）がんばりました！マラソン記録会（栄小）

　百合居地区の堤防工事に伴い、昭和4２年から旧堺小学校敷地内にあった
学校記念碑を栄小学校グラウンドに移設しました。移設に伴い、石碑に刻ま
れた校歌も修復。これからも村内学校の変容を伝えると共に、学び舎に集う
子どもたちの成長を見守ります。

旧堺小学校跡地の記念碑を栄小学校グラウンドへ移設

『自学共育』（自ら学び共に  育ち・歩みましょう！）

　保育園の裏山で木のぼり。ロープをつるしてブラ
ンコ遊び。園庭の落ち葉の山にダイブ‼
　五感を働かせながら心と体を思い切り動かして遊
ぶ子供たち。今は雪が降るのをワクワクしながら待
っています！

　保育園・小中学校の保護者の皆様には1２月より
「みんなで学校を創ろう！」のアンケートをお願い
しています。１月９日㈪締め切りとなります。
　1２月の配布物も参考にしながら、お答えください。

保小中の保護者の皆様へ 秋の自然を満喫しました！
～北信保育園～
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　村誌編纂の参考資料として、多
くの家庭から寄贈・寄託された古
文書をこらっせに収蔵しました。
　現在、これらの古文書の目録作
成を進めており、今後も歴史調査
等に活用できるように整理を進め
ています。

〈栄村歴史文化館こらっせ　1,095名〉
　来館者少しずつ増加中。昔の写真や映像、民具等
懐かしんでみませんか？ピアノもひけますよ♪

〈秋山保存民家　464名〉
　昨年の倍以上の方が来館。「保存状態がいい」「管
理人さんから昔の話を聞けた」などのコメントも頂
きました。　※冬期間閉館　

古文書のお引越し

4月からの来館者は…

村の  未来は、教育から

　こらっせに新潟県埋蔵文化財調査事業団が来館さ
れ、ひんご遺跡から出土した
土器を調査。新潟県高田平野
から出土した土器と、形や縄
目の模様等多くの共通点が確
認されました。

あけまして

おめでとうご
ざいます！

2023年も教
育委員会を

よろしくお願
いいたし

ます。

いくつになっても、誰もが心豊かに、
生きがいを持って生活を紡いでほしい！

『自学共育』（自ら学び共に  育ち・歩みましょう！）

生涯学習係

村民アルペンスキー教室!!
　雪があるからこそ楽しくできること。そんな趣味
を持ってみませんか？

第52回栄村スキー大会!!
　参加する一人ひとりが大会を盛り上げる！
　仲間や家族を誘い合ってみんなでスキー大会を盛
り上げよう！

　詳細は２月号でお知らせします。

豪雪地の冬を楽しもう!!

ひんごの土器は上越にも？

●写真で見るユキツバキの一生
（￥1,500  A4  60頁  ハードカバー） 
　この本は、ユキツバキの単なる紹介では
なくユキツバキの生態の不思議な現象を通
して自然界の謎を追い、疑問を抱きながら
まだ知らない栄村の自然に深く分け入りた
くなるように編集されています。

●栄村の自然植物と風景
（￥1,500  A4判  100頁  ソフトカバー）
　村内各地の植物調査に携わりながら、
植物の生きている姿とその背景を写し込
んだ写真の撮影を心がけ、その中から
100点を選び出し、１冊にまとめました。

教育委員会発行書籍販売のお知らせ  其の二 ～栄村出身の元新潟大学教授石沢進先生の執筆～
教育委員会発行の書籍を随時販売しています。詳しくは教育委員会事務局までお問い合わせください。

各種申込、お問い合わせは栄村教育委員会（☎0269-87-3118）へ

お申し込みの際は氏名、年齢（事業期日時点）
性別、住所、連絡先をお伝えください。

●期日：１月22日㈰・２月５日㈰
●時間：午前９時20分～
　　　　※終了予定時刻は11時4５分　
●会場：さかえ倶楽部スキー場
●対象：小学生以上の村民または村在勤者
●〆切：１月13日㈮

今から予定を
立てよう!!

●期日：３月19日㈰
●会場：さかえ倶楽部スキー場ファミリーコース
●内容：２本の合計で競います。
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ふ
し
ぎ
な
木
！

希
少
動
植
物
調
査
員
か
ら
の
報
告
�

　

ヤ
ド
リ
ギ
の
実
は
と
て
も
粘
り
気
が
あ

り
ま
す
。そ
の
実
を
鳥
に
食
べ
て
も
ら
い
、

ネ
バ
ネ
バ
し
た
糞
と
一
緒
に
排
泄
さ
れ
た

種
子
が
大
木
の
枝
な
ど
に
く
っ
つ
い
て
、

そ
こ
で
根
（
寄
生
根
）
を
枝
に
食
い
込
ま

せ
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
の
で
す
。
自
分

で
も
光
合
成
に
よ
り
養
分
を
つ
く
り
な
が

ら
、
根
か
ら
は
寄
生
し
た
樹
木
か
ら
水
分

や
ミ
ネ
ラ
ル
を
も
ら
っ
て
い
く
の
だ
そ
う

で
す
。
な
か
な
か
し
た
た
か
で
す
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
の
実
が
甘
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
鳥
も
食
べ
に
来
る

わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
ヤ
ド
リ
ギ
の

実
は
、
キ
レ
ン
ジ
ャ
ク
や
ヒ
レ
ン
ジ
ャ
ク

と
い
っ
た
冬
鳥
の
大
好
物
で
す
。
も
っ
と

ほ
か
の
鳥
に
も
食
べ
て
も
ら
え
ば
、
さ
ら

に
仲
間
を
増
や
せ
そ
う
な
の
で
す
が
、
ふ

し
ぎ
で
す
。

見
事
な
共
生
関
係
！

　

ど
う
や
ら
ほ
か
の
鳥
た
ち
は
、
ネ
バ
ネ

　

皆
さ
ん
は
、
木
の
枝
に
く
す
玉
の
よ
う

な
丸
い
塊
が
無
数
に
つ
い
て
い
る
光
景
を

見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
ち
ょ
っ
と
異

様
で
す
が
、
い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
？

木
々
の
葉
が
落
ち
た
今
の
時
期
に
は
、
よ

く
目
立
ち
見
つ
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

実
は
こ
の
正
体
は
、
ヤ
ド
リ
ギ
（
宿
り

木
）
と
い
う
半
寄
生
植
物
で
す
。
冬
で
も

緑
の
葉
が
茂
る
た
め
、「
神
の
宿
る
木
」

と
さ
れ
た
こ
と
が
そ
の
名
の
由
来
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
落
葉
樹
に
寄
生
す
る
よ
う
で

す
が
、
村
内
で
は
ブ
ナ
や
シ
ラ
カ
バ
な
ど

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

昨
年
11
月
、
広
瀬
調
査
員
か
ら
た
く
さ

ん
実
が
付
い
た
ヤ
ド
リ
ギ
の
写
真
が
届
き

ま
し
た
。
ヤ
ド
リ
ギ
に
は
、
雄
株
と
雌
株

と
が
あ
っ
て
、
雌
株
は
秋
遅
く
に
実
が
熟

し
ま
す
。
普
通
は
淡
黄
色
の
実
を
付
け
ま

す
が
、
写
真
に
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
実
が
付

い
て
い
る
株
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら

は
、
ア
カ
ミ
ヤ
ド
リ
ギ
と
言
わ
れ
る
種
類

で
す
。
ど
ち
ら
も
葉
の
形
な
ど
は
よ
く
似

て
い
る
た
め
、
夏
の
間
は
な
か
な
か
区
別

が
つ
き
ま
せ
ん
。

　

ヤ
ド
リ
ギ
の
仲
間
に
は
、
ほ
か
に
も
落

葉
す
る
ホ
ザ
キ
ノ
ヤ
ド
リ
ギ
が
あ
り
ま

す
。
こ
ち
ら
も
今
の
時
期
に
黄
色
い
実
が

付
い
て
い
ま
す
が
、
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
。

村
内
で
は
、
残
雪
の
頃
、
雨
引
城
に
向
か

う
途
中
の
ブ
ナ
林
で
見
つ
け
ま
し
た
。

繁
殖
の
仕
方
も
お
も
し
ろ
い
！

　

ブ
ナ
な
ど
の
大
き
な
木
に
寄
生
し
て
暮

ら
す
ヤ
ド
リ
ギ
は
、
ど
う
や
っ
て
増
え
て

い
く
の
で
し
ょ
う
？
山
の
中
で
、
ブ
ナ
に

根
を
下
ろ
し
た
若
い
ヤ
ド
リ
ギ
を
見
つ
け

ま
し
た
。
ど
う
や
っ
て
こ
こ
で
一
生
を
始

め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

バ
し
た
ヤ
ド
リ
ギ
の
実
が
苦
手
な
よ
う
な

の
で
す
。
レ
ン
ジ
ャ
ク
類
は
、
あ
え
て
そ

の
ネ
バ
ネ
バ
を
好
む
何
か
を
も
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ヤ
ド
リ
ギ
は
、
直
接
地
面
か
ら
生
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
レ
ン
ジ
ャ
ク
類
の

力
を
借
り
て
、
は
じ
め
か
ら
樹
上
で
生
活

を
始
め
ま
す
。
そ
の
場
所
は
空
高
く
、
い

き
な
り
生
長
に
必
要
な
た
く
さ
ん
の
日
光

が
得
ら
れ
る
の
で
す
。
ヤ
ド
リ
ギ
は
甘
い

実
を
レ
ン
ジ
ャ
ク
類
に
与
え
、
そ
し
て
、

レ
ン
ジ
ャ
ク
類
か
ら
種
子
を
梢
近
い
枝
ま

で
運
ん
で
も
ら
う
。
何
と
い
う
素
晴
ら
し

い
共
生
関
係
で
し
ょ
う
！

　

身
の
回
り
の
動
植
物
を
、
単
体
で
見
る

の
で
は
な
く
他
の
動
植
物
と
の
か
か
わ
り

で
見
る
と
、
ま
た
新
た
な
発
見
が
あ
り
、

自
然
の
見
方
が
変
わ
り
ま
す
。
寒
い
冬
で

す
が
、
と
き
に
は
近
所
を
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
き
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
た
ち

の
か
か
わ
り
が
見
え
て
く
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。　

ち
な
み
に
西
欧
で
は
ヤ
ド
リ

ギ
は
生
命
の
象
徴
で
も
あ
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
女
性
は
男
性

か
ら
ヤ
ド
リ
ギ
の
下
で
キ
ス
を

お
願
い
さ
れ
た
ら
断
っ
て
は
い

け
な
い
そ
う
で
す
。
そ
う
言
え

ば
、
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
の
映

画
の
中
で
も
こ
う
い
っ
た
シ
ー

ン
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

（
栄
村
希
少
動
植
物
調
査
員
・

涌
井
泰
二
） 

ブナについたヤドリギの塊。

実を付けたアカミヤドリギ。

ブナに根を下ろしたヤドリギ。

キレンジャク
『フィールドガイド　日本の野鳥』

（日本野鳥の会）より
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11月火災・救助・救急出動件数

最高気温 22.3℃ 11月29日㈫

最低気温 2.0℃ 11月28日㈪

平均気温 9.7℃ 総 雨 量 117.5㎜

栄村の気象（11月）

世帯数 796世帯 前月比＋1
人　口 1,646人 －1
男 777人 0
女 869人 －1

出生 0
死亡 4
転入 3
転出 0

世帯と人口（12月１日現在） 11月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 0 107 飯山日赤� 10

津南病院� 4
そ の 他� 8
不 搬 送� 0
合　　計� 22
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 1 0 22

野沢温泉村 0 0 27

栄 村 0 1 19

管 轄 外 等 0 0 0

こわい火事　ひとつ注意で　こない火事

１月の納税等
〇村県民税　　　　〇国民健康保険税
〇介護保険料　　　〇後期高齢者医療保険料
〇村営住宅料　　　〇ケーブルテレビ使用料
〇教員住宅使用料　〇合併浄化槽使用料
〇保育料　　　　　〇農業集落排水処理使用料 
〇温泉休憩所使用料　〇学童保育料

生活カレンダー１月

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　1月31日㈫　です
口座振替日
　農協・郵便局　　　１月23日㈪
　八十二銀行・県信　１月25日㈬

〈登録方法〉
　右の二次元コードを読み取り、追加又は以下の
方法で登録してください。
①LINEアプリを開き、検索で「栄村」
　と入力
②LINEアプリを開き、「友だち追加」
　のID検索で＠sakaevillと入力

村の情報はLINEでも配信しています。
ぜひお友達登録をお願いします。

子
ど
も
・
子
育
て

【
保
育
園
開
放
日
】

日
時
：
10
日
㈫
・
24
日
㈫　

午
前
9
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

【
幼
児
健
診
】

日
時
：
16
日
㈪　

午
後
１
時
か
ら

場
所
：
集
団
検
診
室 

【
子
育
て
相
談
日
】

日
時
：
18
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

【
あ
そ
び
の
教
室
】

日
時
：
30
日
㈪　

午
前
10
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

行
事
・
そ
の
他

【
移
動
図
書
】

■
西
部
・
豊
栄
・
水
内

　

日
時
：
５
日
㈭
・
19
日
㈭

　
　
　
　

午
前
９
時
55
分
～
午
後
３
時
20
分

■
秋
山
・
東
部

　

日
時
：
６
日
㈮
・
20
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
35
分

【
村
民
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
教
室
】

日
時
：
22
日
㈰　

午
前
９
時
20
分
か
ら

場
所
：
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
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コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
長　

相
澤
博
文

　

11
月
23
日
、栄
村
か
た
く
り
ホ
ー
ル
で「
田

ん
ぼ
と
平
和
に
生
き
る
音
楽
会
」
を
開
催
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
ホ
ー
ル
に
響
き
渡
る
の

は
何
年
振
り
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
こ
の
音
楽
会
は
、
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
か
ら
こ
の
日
を
迎
え
る
ま
で
3

年
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
栄
村
フ
ァ
ン
の
皆

さ
ん
が
あ
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か
け
、
そ
の

感
動
が
雪
国
・
栄
村
の
雪
解
け
を
連
想
さ
せ

た
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
栄
村
で
公
演
を
と
初
対

面
で
お
願
い
し
た
の
が
始
ま
り
。
そ
の
後
フ

ル
ー
ト
奏
者
で
あ
る
佐
々
木
真
氏
が
栄
村
に

入
り
、
実
行
委
員
会
組
織
も
整
い
、「
栄
村

稲
穂
を
育
て
る
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
動
き
出
し

た
。
実
行
委
員
と
し
て
高
橋
元
村
長
も
メ
ン

バ
ー
に
加
わ
り
チ
ラ
シ
を
作
成
。
い
よ
い
よ

と
い
う
時
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
猛
威
で
中
止

に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
し
ま

い
、
チ
ラ
シ
の
束
を
見
つ
め
続
け
た
。

　

3
年
目
の
今
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
静
か

に
時
間
は
過
ぎ
た
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
思

い
は
捨
て
き
れ
ず
、
委
員
再
開
時
に
意
向
を

確
認
す
る
と
、
全
員
が
「
や
は
り
コ
ン
サ
ー

ト
は
や
る
べ
き
だ
」
と
い
う
思
い
で
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
も
あ

り
、“
わ
が
村
で
の
平
和
の
証
は
や
は
り
田

ん
ぼ
で
あ
る
”
と
意
見
は
一
致
し
、「
田
ん

ぼ
と
平
和
に
生
き
る
音
楽
会
」
に
再
挑
戦
し

た
。
村
と
教
育
委
員
会
の
ご
理
解
を
得
て
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
行
い
本
番
に
向
か

う
。
寝
か
せ
て
お
い
た
音
楽
会
、
あ
る
委
員

が
時
間
の
経
過
か
ら
熟
成
さ
れ
た
音
楽
会
だ

と
言
っ
た
。
食
べ
物
の
熟
成
は
わ
か
る
が
、

音
楽
が
熟
成
す
る
と
は
！
創
造
す
る
楽
し
さ

が
あ
っ
た
。
前
日
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
原
キ

ッ
ト
で
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
検
査
を
実
施
。
協

賛
金
を
当
て
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
ま
で
届
け
平
和
の
音
楽
会
が
会
場
い
っ
ぱ

い
に
響
い
て
い
た
こ
と
は
皆
さ
ん
感
じ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
部
構
成
に
し
、
芸

文
協
か
ら
「
お
は
な
し
の
会
」
が
、
地
域
か

ら
は
小
滝
ハ
ー
モ
ニ
カ
合
奏
団
が
参
加
。
残

念
な
が
ら
予
定
し
て
い
た
中
学
生
は
都
合
に

よ
り
参
加
で
き
な
か
っ
た
が
、
地
域
の
皆
様

に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
会
場
の
皆
さ
ん
と

栄
村
歌
を
合
唱
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
会
場

が
一
つ
に
な
り
、
栄
村
ら
し
い
音
楽
会
と
な

っ
た
。
前
の
席
で
高
橋
元
村
長
も
静
か
に
聞

い
て
い
た
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

村民主催の音楽会!!

「田んぼと平和に生きる音楽会」

おはなしの会「アオや！」 出演者と実行委員のみなさん

小滝ハーモニカ合唱団の共演
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隠居屋さんの年中行事 ～冬～

期　
　

日

や
る
こ
と

備　
　

考

月
命
日

御
仏
飯
を
お
供
え
す
る

12
月

８
日
こ
と
だ
ん
ご
（
事
納
）

ア
ン
を
い
れ
た
団
子
を
作
る（
あ
ん
ぼ
）

下
旬
冬
至

か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ
、ゆ
ず
湯
に
入
る

28
日
も
ち
つ
き

お
飾
り
さ
ん
を
２
つ
と
る

30
日
松
と
花
を
仏
様
に
か
ざ
る

一
夜
飾
り
は
良
く
な
い

31
日
大
晦
日

お
供
え
の
上
に
み
か
ん
、
年
越
し

そ
ば
、お
ご
ち
そ
う
を
用
意（
多
種
）

１
月

１
日
全
員
で
乾
杯

～
７
日
御
仏
飯
を
お
供
え
す
る

２
日
朝
ぞ
う
煮

７
日
七
草
が
ゆ

11
日
～
13
日
小
正
月
の
餅
つ
き

14
日
餅
を
仏
様
に
あ
げ
る

夜
は
小
豆
粥

（
小
豆
粥
に
お
供
え
餅
を
焼
き
い
れ
る
）

28
日
の
松
と
お
供
え
の
鏡
餅
を
下
ろ
す

み
そ
作
り

夜
は
畔
塗
り

小
正
月
の
御
馳
走
づ
く
り

通
常
の
2
倍
の
餅
を
４
枚

米
１
合
に
小
豆
50
ｇ
、
水
５
合　

餅
に
ク
ル
ミ
味
噌
を
つ
け
る

き
ん
ぴ
ら
、
煮
豆
、
ぜ
ん
ま
い
他

15
日
小
正
月
御
仏
飯

朝
は
御
飯
に
魚
を
焼
い
て
作
っ
た
も
の

16
日
朝
き
な
こ
餅

寒
の
う
ち
に
ト
ロ
ロ
に
す
る

18
日
小
豆
粥
の
残
り
を
食
べ
る

20
日
御
仏
飯

24
日
鏡
餅
を
下
げ
る

２
月

３
日
節
分

恵
方
巻

８
日
事
始
め
だ
ん
ご

ア
ン
を
い
れ
た
団
子
を
作
る（
あ
ん
ぼ
）

14
日
耳
団
子

仏
は
白
で
、
味
を
つ
け
な
い
２
皿

15
日
耳
団
子
と
ご
飯
を
上
げ
る

３
月

彼
岸
彼
岸
用
の
餅
を
ひ
し
形
に
切
る　

仏
様
に
ぼ
た
も
ち
や
赤
飯
等
を
す
る

２
枚
ず
つ
お
供
え
す
る

※
厚
紙
で
型
紙
を
作
っ
て
お
く

中
日
だ
ん
ご
を
お
供
え
す
る

新
し
い
粉
で
団
子
（
２
㎝
程
度
）

を
10
個
程
度
作
る

※
９
月
は
平
た
く
つ
ぶ
す
。

20
日
過
ぎ
天
気
を
見
て
大
根
干
し
を
す
る

　

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
栄
村
の

年
中
行
事
と
行
事
食
の
中
で
、
1
月
か

ら
3
月
は
、
お
年
取
り
御
膳
か
ら
は
じ

ま
り
春
の
お
彼
岸
ま
で
、
た
く
さ
ん
の

行
事
が
あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
さ
ま

ざ
ま
な
食
文
化
が
残
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
お
宅
で
は
、
ど
の
よ
う
に
お
正

月
を
迎
え
ま
し
た
か
？
ま
た
、
小
正
月

や
節
分
は
ど
の
よ
う
に
す
ご
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、「
味

噌
を
つ
け
る
」
＝
「
失
敗
す
る
」
と
い

う
こ
と
か
ら
、
小
正
月
ま
で
は
餅
に
味

噌
を
つ
け
て
食
べ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
言
い
伝
え
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

昭
和
の
時
代
か
ら
令
和
ま
で
受
け
継

が
れ
る
ご
先
祖
様
を
敬
い
、
神
仏
に
天

下
泰
平
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
こ
と
を
続

け
て
い
る
村
民
が
暮
ら
し
て
い
る
栄
村

は
と
て
も
す
て
き
だ
と
思
い
ま
せ
ん

か
。
面
倒
が
ら
ず
に
一
つ
で
も
受
け
継

い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

栗
、
柿
、
栃
の
実
を
食
べ
る
こ
と
は
、

縄
文
時
代
か
ら
令
和
に
続
い
て
い
る
こ

と
だ
そ
う
で
す
。
ご
先
祖
様
か
ら
受
け

〜
永
遠
に
残
し
た
い

栄
村
の
暮
ら
し
〜

　
時
代
の
移
り
変
わ
り
と

と
も
に
村
民
の
暮
ら
し
も

変
容
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
後
世
へ
と
伝
え
た

い
、
栄
村
の
文
化
を
紹
介

し
ま
す
。

栄
村
風
土
記
5継

い
だ
命
の
バ
ト
ン
を
次
世
代
に
つ
な

ぐ
た
め
に
、今
を
生
き
て
い
る
私
た
ち
。

悠
久
の
過
去
か
ら
永
劫
の
未
来
ま
で
続

く
時
代
の
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
先
人

に
想
い
を
馳
せ
、
ど
う
バ
ト
ン
を
渡
し

て
い
く
か
を
考
え
て
、
日
々
の
暮
ら
し

を
過
ご
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
下

に
現
代
に
伝
わ
る
あ
る
お
宅
の
年
中
行

事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

栄
村
郷
土
料
理
「
耳
団
子
」
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事
も
み
ん
な
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
そ
し
た

ら
さ
、
楽
で
楽
で
。
こ
ん
な
楽
し
て
て

い
い
の
か
な
と
思
う
く
ら
い
。
2
年
、

3
年
と
や
め
た
ら
、
再
開
す
る
の
に
す

ご
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い
る
。

主　

栄
村
の
活
力
は
主
体
的
な
村
民
の

行
動
か
ら
沸
き
起
こ
る
も
の
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
や
り
た
い
こ
と

が
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
ど
こ
か
遠
慮

し
て
い
る
気
が
す
る
。
何
に
遠
慮
し
て

い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
ね
。

「
や
り
た
い
」
気
持
ち
と

「
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
気
持
ち

館　

田
ん
ぼ
や
畑
作
業
、
草
刈
り
を
や

っ
て
い
れ
ば
褒
め
ら
れ
る
が
、
趣
味
を

や
っ
て
い
る
と
さ・

べ・

ら
れ
る
風
潮
が
あ

る
。
だ
け
ど
、
き
ち
ん
と
や
る
こ
と
を

や
り
な
が
ら
、
空
い
た
時
間
に
好
き
な

こ
と
や
っ
て
い
る
の
は
、
ほ
め
て
く
れ

て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
畑
や
田
ん
ぼ

の
こ
と
や
草
刈
り
に
夢
中
な
人
は
、
も

う
そ
れ
が
趣
味
だ
し
、
生
き
が
い
な
ん

だ
と
思
う
よ
。

和　

楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
い
れ
ば
苦

で
は
な
い
け
れ
ど
、「
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
に
な
る
と
負
担
に
な
る
。

「
や
っ
た
方
が
い
い
」
っ
て
考
え
ら
れ

た
ら
い
い
ね
。

主　

さ
か
え
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

あ
る
月
の
編
集
委
員
会

和　

久
し
ぶ
り
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
感

動
し
た
。
太
鼓
の
あ
の
迫
力
は
、
映
像

で
は
伝
わ
ら
な
い
。
音
の
迫
力
、振
動
、

や
っ
ぱ
り
生
演
奏
は
い
い
よ
！

島　

み
ん
な
の
笑
顔
が
集
ま
っ
た
と
思

い
ま
す
。
参
加
し
た
人
の
中
に
は
、「
今

日
は
本
当
に
い
い
一
日
だ
っ
た
」
と
言

っ
て
い
た
方
も
い
ま
し
た
。
活
気
あ
る

発
表
か
ら
は
元
気
を
も
ら
え
ま
す
ね
。

館　

音
楽
や
発
表
、
や
っ
ぱ
り
文
化
活

動
と
い
う
の
は
人
を
元
気
に
す
る
ね
！

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ

館　

集
い
、
顔
を
合
わ
せ
る
と
い
う
の

は
元
気
が
出
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
集

落
公
民
館
長
・
主
事
の
皆
さ
ん
が
行
っ

て
い
る
毎
年
恒
例
行
事
は
、
地
域
の
活

力
を
湧
き
起
こ
す
た
め
に
非
常
に
重
要

な
こ
と
。
顔
を
合
わ
せ
て
、
み
ん
な
で

同
じ
も
の
を
飲
ん
で
食
べ
て
、
た
わ
い

な
い
話
を
す
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
育
む
た
め
に
も
、
と
て
も
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
よ
ね
。

最
近
村
民
元
気
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？

館　

昔
は
み
ん
な
し
て
集
ま
っ
て
、
ス

ポ
ー
ツ
を
や
っ
た
り
、
劇
団
を
呼
ん
で

き
て
み
ん
な
を
誘
い
合
っ
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
今
は
そ
う
い

う
活
動
あ
る
？
同
級
生
と
か
、
友
達
と

か
、
集
ま
る
こ
と
あ
る
の
か
な
。

島　

そ
う
で
す
ね
。
た
ま
に
サ
ー
ク
ル

み
た
い
な
活
動
で
集
ま
っ
て
は
い
る
か

な
。

阿　

父
ち
ゃ
ん
た
ち
は
集
落
の
普
請
だ

と
か
、
春
祭
り
と
か
の
後
に
、
一
杯
や

っ
て
た
け
ど
ね
。

和　

な
ん
か
村
の
中
の
元
気
が
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
？
コ
ロ
ナ
で
み
ん
な
集

う
こ
と
が
面
倒
に
な
っ
て
い
る
と
か
…
。

館　

確
か
に
コ
ロ
ナ
で
祭
り
も
集
落
行

栄
村
総
合
文
化
祭
、
や
っ
ぱ
り

生
ス
テ
ー
ジ
は
違
う
よ
ね
！

新春号!!

文
化
活
動
な
き
と
こ
ろ
に

過
疎
か
ら
の
脱
却
な
し
! !

志久見・雪坪公民館　お花見（平成30年５月　公民館報より）
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と
、
こ
こ
の
良
さ
が
わ
か
っ
て
い
る
か

ら
暮
ら
し
続
け
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

主　

こ
こ
に
暮
ら
す
大
人
自
身
が
こ
の

地
域
で
、
こ
こ
の
文
化
の
中
で
楽
し
く

暮
ら
し
て
い
る
姿
を
、
子
ど
も
た
ち
や

村
外
の
人
に
見
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
ね
。

夢
を
持
っ
て

和　

I
タ
ー
ン
で
移
住
し
て
き
た
方
と

話
を
す
る
機
会
が
あ
っ
て
ね
。
話
を
聞

い
て
み
る
と
、
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
け
ど
、
こ
う
い
う
暮
ら
し

を
し
た
い
、
と
い
う
夢
を
も
っ
て
い
る

ん
だ
よ
ね
。

館　

4
年
前
に
や
っ
て
き
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
佐
藤
慎
平
さ
ん
も
ね
、
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
や
り
た
い
と
い
う
夢
を

持
っ
て
、
ず
っ
と
言
い
続
け
て
、
今
そ

の
夢
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。

阿　

す
ご
い
ね
～
。
言
わ
れ
て
み
れ

ば
、
栄
村
は
「
そ
ん
な
こ
と
や
っ
た
っ

て
」と
か
、「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
っ
て
」

と
か
、
そ
う
い
う
あ
き
ら
め
の
気
持
ち

が
先
行
し
て
い
る
の
か
な
。

主　

私
は
、
先
人
が
ど
ん
な
環
境
の
中

で
も
命
を
つ
な
い
で
き
た
か
ら
今
の
栄

村
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
、

今
現
在
を
生
き
る
一
時
の
自
分
の
あ
き

ら
め
で
終
わ
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
今
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
。
や

個
々
の
想
い
や
気
持
ち
を
言
葉
に
し
て

出
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま

し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
共
通
す
る
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
。
今
年
か
ら
は
企

画
委
員
を
設
置
し
て
、
会
員
の
や
っ
て

み
た
い
こ
と
を
主
体
的
に
企
画
す
る
ク

ラ
ブ
へ
と
変
容
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

和　

や
り
た
い
！
と
い
う
思
い
で
人
が

動
く
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
す
ご
い
よ

ね
。

島　

館
報
に
栄
村
俳
句
会
の
作
品
を
掲

載
し
て
い
ま
す
が
、
90
歳
を
超
え
る
方

も
い
ま
す
。
趣
味
が
あ
る
こ
と
が
長
生

き
の
秘
訣
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

る
前
か
ら
あ
き
ら
め
て
ほ
し
く
な
い
ん

で
す
。

和　

小
さ
な
こ
と
で
い
い
か
ら
や
っ
て

み
る
こ
と
っ
て
大
事
だ
よ
ね
。
や
っ
て

み
な
く
ち
ゃ
わ
か
ら
な
い
ん
だ
か
ら
。

ワ
ク
ワ
ク
し
て
る
？

館　

な
ん
だ
か
す
ご
く
い
い
話
を
し
て

る
よ
ね
！
や
っ
ぱ
り
ね
、
集
わ
ぬ
と
こ

ろ
に
火
は
起
こ
ら
な
い
よ
。

阿　

集
ま
ろ
う
よ
！
と
い
う
気
持
ち
か

ら
で
す
か
ね
。

館　

集
っ
て
、
雑
談
を
楽
し
ま
な
い

と
！
話
も
盛
り
上
が
ら
な
い
し
、
何
も

生
ま
れ
な
い
ん
だ
と
思
う
な
。

和　

話
し
て
み
て
、「
面
白
そ
う
だ
な
」

「
や
っ
て
み
よ
そ
」
と
、
と
ん
と
ん
拍

子
に
運
ぶ
こ
と
よ
く
あ
る
よ
ね
。

館　

集
う
き
っ
か
け
づ
く
り
だ
！

「
私
」
の
気
持
ち
を
大
切
に

和　

ど
う
し
て
も
、
人
か
ら
何
か
を
言

わ
れ
る
こ
と
を
気
に
し
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。
人
か
ら
ど
う
思
わ
れ
る
か

よ
り
も
自
分
の
気
持
ち
や
人
生
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
。

主　

村
民
の
中
で
、「
私
」
を
主
語
に

し
て
話
せ
る
人
が
ど
の
く
ら
い
い
る
ん

だ
ろ
う
。
私
は
こ
う
い
う
暮
ら
し
が
し

た
い
、
私
は
こ
れ
を
や
っ
て
み
た
い
。

そ
う
い
う
思
い
が
、
豊
か
な
暮
ら
し
と

地
域
づ
く
り
に
も
大
切
だ
と
思
う
。

島　
「
私
」
が
し
ゃ
べ
っ
た
ら
、「
あ
な

た
」
の
意
見
を
き
ち
ん
と
聴
く
こ
と
も

大
切
で
す
よ
ね
。

和　

子
ど
も
の
頃
か
ら
そ
う
い
う
関
わ

り
や
そ
う
い
う
力
を
育
む
こ
と
が
大
切

だ
と
思
う
。

村
民
の
雰
囲
気

和　

大
人
が
こ
の
地
域
と
風
土
の
中
で

楽
し
そ
う
に
暮
ら
す
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
は
こ
の
村
に
対
し
て
明
る
い
未
来

を
感
じ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

阿　

確
か
に
、
い
い
制
度
や
条
件
が
あ

っ
て
も
、
そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た

ち
が
楽
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
住
み
た
い

と
は
思
わ
な
い
で
す
ね
。

和　
「
こ
こ
が
嫌
だ
」
と
か
後
ろ
向
き

な
こ
と
を
言
う
人
も
い
る
け
ど
、
き
っ

次
回
は
夢
に
む
か
っ
て
着
実
に
歩

ん
で
る
佐
藤
慎
平
さ
ん
と
公
民
館

長
の
対
談
を
お
届
け
し
ま
す
。

さかえスポーツクラブ主催「栄村eat go ウォーキング」青倉ブースの様子
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流
通
し
て
い
く
方
が
主
流
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
栄
村
域
で
も
、
野
々
海
峠
な

ど
を
行
き
来
し
て
い
た
分
が
あ
り
ま
し

た
。
明
治
二
十
六
年
に
信
越
線
が
全
通

し
、
峠
越
え
の
物
流
は
終
熄
し
た
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
十
年
早
く

物
流
革
命
が
起
き
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
し
て
栄
村
域
に
は
森
に
支
店

が
置
か
れ
る
予
定
で
し
た
。続
き
ま
す
。

地域史料保全有志の会
鈴木 努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

　

新
年
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
暮
れ
に
か
け
寒
気
が
到
来

し
、大
雪
に
見
舞
わ
れ
て
豪
雪
の
な
か
の
正
月
で
す
。

昨
年
は
非
常
に
多
事
多
端
と
な
り
、
そ
の
年
を
表
す

漢
字
に
「
戦
」
が
選
ば
れ
る
よ
う
な
有
り
様
で
し
た
。

雪
は
色
々
な
事
ど
も
を
覆
う
だ
け
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
今
は
真
っ
白
に
新
た
な
気
分
で
新
年
に
臨
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
暮
れ
の
大
雪
の
際
は
、
雪
中
に
身
動
き

の
す
べ
を
失
う
車
列
の
様
子
が
何
度
も
報
じ
ら
れ
ま

し
た
。
昔
か
ら
陸
上
交
通
は
雪
の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
栄
村
域
を
含
め
た
千
曲
川
沿
い
を
通
る
谷
街
道

東
通
り
（
越
後
道
）
と
飯
山
道
（
善
光
寺
街
道
）
に

も
雪
中
に
難
所
と
な
る
場
所
が
あ
り
ま
し
た
。
い
っ

ぽ
う
水
上
交
通
は
雪
の
影
響
が
薄
い
の
で
、
冬
季
に

は
重
宝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
前
々
回
か
ら
紹
介
し
て

い
る
「
千
曲
川
開
墾
会
社
創
立
申
合
規
則
」（
広
瀬

家
文
書
）
は
舟
運
を
新
潟
の
方
へ
伸
ば
そ
う
と
い
う

目
論
見
で
す
か
ら
、
そ
う
し
た
冬
季
の
交
通
確
保
へ

の
期
待
を
込
め
る
向
き
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ

の
舟
運
が
通
じ
る
と
ど
う
な
る
か
。
今
回
は
「
創
立

申
合
規
則
」
か
ら
、
千
曲
川
沿
い
の
物
流
に
つ
い
て

探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
創
立
申
合
規
則
」
に
は
、
通
行
料

収
入
を
試
算
す
る
た
め
、
当
時
の
荷
継

ぎ
問
屋
の
取
扱
い
高
を
調
査
し
た
数
字

を
載
せ
て
い
ま
す
。
ま
ず
長
野
県
長

沼
（
現
、
長
野
市
）
か
ら
新
潟
県
小
千

谷
町
へ
向
か
う
諸
品
は
二
三
〇
駄
、
旅

客
は
二
〇
〇
人
と
あ
り
ま
す
。
数
値
は

年
間
の
平
均
を
と
っ
た
日
計
の
よ
う
で

す
。
ま
た
山
王
島
村（
現
、小
布
施
町
）・

柳
沢
村
（
現
、
中
野
市
）・
飯
山
町
か

ら
発
送
さ
れ
る
諸
品
の
合
計
が
一
四
五

駄
で
、
長
野
か
ら
新
潟
に
向
か
う
荷
数

は
三
七
五
駄
に
な
り
ま
す
。

　

い
っ
ぽ
う
で
小
千
谷
町
か
ら
長
沼
に

向
か
う
旅
客
は
三
〇
〇
人
、
諸
品
は
小

千
谷
町
か
ら
飯
山
町
へ
六
二
五
駄
、
そ

の
先
は
飯
山
か
ら
柳
沢
村
へ
五
七
五

駄
、
柳
沢
村
か
ら
山
王
島
村
へ
五
〇
〇

駄
、終
点
の
長
沼
に
四
五
〇
駄
と
な
り
、

さ
ら
に
長
野
県
内
の
需
要
地
へ
分
か
れ

て
い
く
よ
う
で
す
。「
創
立
申
合
規
則
」

の
記
述
に
従
え
ば
、
問
屋
が
把
握
し
て

い
る
だ
け
で
延
べ
五
百
人
・
一
千
駄
の

人
・
物
が
千
曲
川
沿
い
を
日
々
往
来
し

て
お
り
、
ほ
か
に
問
屋
を
通
さ
ず
利
用

者
と
業
者
が
相
対
で
請
け
負
っ
た
荷
駄

も
あ
っ
た
は
ず
で
す
か
ら
、
さ
ら
に
多

く
の
人
馬
が
往
来
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。

　
『
栄
村
誌
』
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

明
治
十
三
年
の
郡
村
誌
に
よ
れ
ば
、
栄

村
域
か
ら
新
潟
方
面
に
直
か
に
出
荷
さ

れ
た
の
は
山
竹
・
内
山
紙
・
縮
布
（
豊

栄
村
・
北
信
村
）、
生
糸
（
堺
村
）
で
、

そ
の
他
の
農
産
物
・
水
産
物

は
飯
山
町
に
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
下
水
内
郡
の
諸
村
で

も
物
産
の
主
な
移
出
先
は
飯

山
町
だ
っ
た
よ
う
で
、「
創

立
申
合
規
則
」
の
と
ら
え
た

信
越
間
の
物
流
に
こ
う
し
た

ロ
ー
カ
ル
の
分
が
加
わ
れ

ば
、
さ
ら
に
多
く
の
人
や
荷

物
が
千
曲
川
の
水
運
に
集
ま

っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
「
創
立
申
合
規
則
」
が
書

か
れ
た
明
治
十
一
年
当
時
、

信
越
間
の
物
量
は
近
世
と
変

わ
ら
ず
上
越
（
直
江
津
・
柏

崎
な
ど
）
か
ら
峠
越
え
で
千

曲
川
沿
い
の
飯
山
や
長
野
な

ど
の
拠
点
に
通
じ
、
各
地
に

森支店　廣瀬家文書「創立申合規則」

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
五
十
四

『
明
治
の
千
曲
川
通
船
計
画
（
其
の
三
）
』
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箕作　城坂城跡

おらどこの「宝」の知識を深めよう

おら村の宝！ その5

○
城
坂
城
跡
と
は

　

小
箕
作
川
の
上
流
に
向
か
っ
て
右
手
の

山
に
あ
る
山
城
で
、
主
に
戦
国
時
代
に
活

用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
山
城
で
す
。
箕

作
側
の
ふ
も
と
に
は
、「
右 

善
光
寺　

左 

や
ま
み
ち
」
と
記
さ
れ
た
石
碑
も
あ
り
、

長
き
に
わ
た
り
人
が
参
道
と
し
て
利
用
し

て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

○
箕
作
生
産
森
林
組
合
に
よ
る
整
備
作
業

　

昨
年
よ
り
、
箕
作
生
産
森
林
組
合
の
皆

さ
ん
を
中
心
に
、
城
坂
城
周
辺
の
整
備
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
10
名
も
参
加
し
、
明
石
か
ら
城

坂
城
ま
で
の
道
や
一
番
標
高
の
高
い
平
場

周
辺
を
整
備
。
こ
の
翌
日
開
催
し
た
山
城

講
座
（
栄
村
公
民
館
主
催
）
で
は
、
整
備

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
に
な
っ
た
、

虎
口
（
城
の
入
り
口
）
や
城
内
の
道
と
思

わ
れ
る
箇
所
も
見
つ
か
り
、
今
後
更
な
る

発
見
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
11
月
13
日
山
城
講
座
開
催
！

　

栄
村
誌
内
で
山
城
に
つ
い
て
執
筆
さ
れ

た
遠
藤
公
洋
先
生
を
お
招
き
し
、
座
学
と

現
地
研
修
に
よ
る
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

遠
藤
先
生
か
ら
は
、「
城
坂
城
は
上
杉
謙

信
の
文
書
に
書
き
記
さ
れ
た「
市
川
寄
居
」

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く

武
田
勢
と
の
国
境
と
し
て
重
要
視
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。
堀
は
春
日
山
城
に
見

ら
れ
る
斜
度
、
高
さ
と
似
て
お
り
、
８

ｍ
を
超
え
る
堀
は
県
内
で
は
非
常
に
珍
し

い
。
戦
国
期
は
、
土
地
を
治
め
て
い
る
武

士
の
名
字
で
、
そ
の
地
を
呼
ぶ
こ
と
が
あ

る
が
、
上
杉
謙
信
の
家
来
を
記
し
た
文
書

に
は
、
月
岡
、
白
鳥
、
森
、
青
倉
、
小
滝

と
い
っ
た
名
字
の
武
士
も
お
り
、
集
落
名

と
の
関
係
が
全
く
な
い
と
は
言
い
切
れ
な

い
。」
と
い
っ
た
お
話
も
あ
り
、
地
元
の

方
か
ら
は
「
見
張
り
城
だ
と
聞
い
て
い
た

が
、
上
杉
謙
信
と
関
係
が
あ
っ
た
と
な
れ

ば
す
ご
い
」

と
い
う
感
想

も
あ
り
ま
し

た
。

　

栄
村
公
民

館
で
は
、
今

後
も
集
落
住

民
×
専
門
家

の
講
座
を
展

開
し
て
い
く

計
画
で
す
。

　

私
は
栄
村
に
移
住
し
て
17
年
に
な
る
。
こ
こ
に

住
ん
で
ま
ず
驚
い
た
の
が
、
雪
の
多
さ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
昔
は
も
っ
と
多
か
っ
た
と
い
う
話
を
よ

く
耳
に
し
た
。
す
る
と
大
昔
の
人
は
こ
の
大
雪
の

中
ど
う
や
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
の
か
？
と
い
う
思

い
が
頭
の
ど
こ
か
に
あ
っ
た
。
栄
村
誌
が
配
布
さ

れ
た
と
き
、
最
初
に
調
べ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の

が
、
何
時
頃
か
ら
栄
村
に
人
が
住
み
始
め
た
の
か

と
当
時
の
気
候
と
人
々
の
暮
ら
し
方
だ
っ
た
。「
栄

村
の
歴
史
は
数
万
年
前
の
旧
石
器
時
代
か
ら
始
ま

る
の
で
あ
る
。」「
私
た
ち
の
栄
村
や
飯
山
市
、
信

濃
町
、
津
南
町
の
周
辺
一
帯
は
、
旧
石
器
時
代
の

遺
跡
が
密
集
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。」

Ｐ
３
の
遺
跡
分
部
図
を
見
る
と
よ
く
分
か
る
し
、

今
も
集
落
の
あ
る
と
こ
ろ
が
数
カ
所
あ
り
、
何
だ

か
古
代
人
の
人
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
気
が
し

た
。
ま
た
、
Ｐ
５
「
気
候
と
動
植
物
」
を
読
む

と
、
そ
の
頃
は
現
在
よ
り
7
度
く
ら
い
低
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
「
日
本
は
大
陸
と
つ
な
が

っ
て
い
て
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
、
ヤ
ギ
ュ
ウ
な
ど
が

渡
っ
て
き
て
繁
栄
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」
日

本
海
は
今
と
随
分
違
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

な
ら
雪
は
現
在
の
よ
う
に
多
く
は
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
一
つ
解
決
し
た
気
が
す
る
。

　

第
2
節
「
縄
文
大
国
の
大
地
」
は
面
白
い
。

「
１
1
，
4
0
0
年
前
～
7
，
1
0
0
年
前
頃
、

気
候
は
温
暖
化
し
、
8
，
0
0
0
年
前
に
は
日
本

海
に
津
島
海
流
が
流
入
し
、
栄
村
な
ど
日
本
海
岸

で
は
多
雪
気
候
と
な
る
。」
又
、
遺
跡
数
や
土
器

の
数
、
定
住
化
も
進
む
、
と
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か

ら
雪
が
多
く
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
で
も
定
住
化
が

進
ん
だ
の
は
食
料
が
豊
富
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か

と
思
い
読
み
進
む
と
、「
縄
文
時
代
の
暮
ら
し
」

の
と
こ
ろ
に
詳
し
く
書
い
て
あ
り
、
び
っ
く
り
す

る
。「
春
に
は
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
等
の
山
菜
を

採
り
、
夏
に
は
マ
ス
や
イ
ワ
ナ
、
秋
に
は
ク
リ
や

ト
チ
、
ク
ル
ミ
、
冬
に
は
見
通
し
の
よ
く
な
っ
た

森
で
イ
ノ
シ
シ
や
ウ
サ
ギ
、
熊
な
ど
を
狩
っ
て
い

た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。」
現
代
も
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
は
な
い
か
。
何
千
年
も
の
間
、
動
植
物

が
絶
え
る
こ
と
な
く
こ
こ
に
在
る
こ
と
の
す
ば
ら

し
さ
。
勿
論
、
中
に
は
絶
え
た
り
、
ご
く
わ
ず
か

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
あ
る
だ
ろ
う
が
。
そ

し
て
人
々
も
縄
文
時
代
に
は
多
く
の
集
落
が
あ
っ

た
こ
と
が
、
Ｐ
31
図
３
で
よ
く
わ
か
る
。
人
々
も

き
っ
と
入
れ
変
わ
り
つ
つ
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
ず

っ
と
住
み
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
凄
い

こ
と
だ
と
思
う
。
村
誌
の
「
栄
村
の
あ
け
ぼ
の
」

第
１
章
、
２
節
を
斜
め
読
み
し
、
所
々
気
に
な
る

と
こ
ろ
を
拾
っ
て
書
い
た
が
、
村
誌
は
栄
村
の
辞

書
だ
と
思
っ
た
。
村
の
歴
史
や
過
去
の
出
来
事
で

気
に
な
っ
た
ら
繙ひ

も
と

い
て
み
た
い
。

栄
村
誌

歴
史
編
を
読
ん
で

栄
村
誌
の
コ
コ
が

お
も
し
ろ
い
！

No.5

第
１
章　

栄
村
の
あ
け
ぼ
の
を

読
ん
で

柳
　
静
江
さ
ん
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震
災
後
、
毎
年
師
走
に
１
年
を
振
り
返
る

こ
と
を
集
落
で
し
て
い
る
。
改
め
て
何
を
し

て
き
た
か
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
の
時
々

に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
き
て
い
る
。
い

つ
も
の
よ
う
に
い
つ
も
の
こ
と
を
当
た
り
前

の
よ
う
に
や
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
前
向
き

に
取
り
組
ん
だ
足
跡
が
し
っ
か
り
見
え
る
。

昨
日
何
を
食
べ
た
か
、
思
い
出
せ
な
い
よ
う

な
当
た
り
前
な
暮
ら
し
か
も
し
れ
な
い
が
、

結
構
前
向
き
な
営
み
を
し
て
い
る
ん
だ
な
と

思
え
る
。
寅
年
は
「
復
活
！
」
を
テ
ー
マ
に

取
り
組
ん
で
き
た
ん
だ
っ
け
な
ぁ
。
卯
年
は

ど
ん
な
１
年
に
な
る
ん
だ
ろ
う
か
。

編
集
後
記

雪
雲
や
優
し
き
ヘ
ル
パ
ー
ひ
の
木
風
呂�

福
原
勇
一

初
雪
や
風
の
意
の
ま
ま
吹
き
荒
れ
る�

関
谷
貞
子

降
る
も
の
も
降
ら
ず
楽
し
む
日
向
ぼ
こ�

杉
浦
恵
子

渡
り
鳥
引
っ
越
し
忙
し
冬
支
度�

山
田
セ
キ

静
け
さ
に
樹
氷
の
花
咲
く
秋
山
郷�

山
田
く
に
え

庭
木
み
な
同
じ
高
さ
や
雪
囲
い�

柳
　
静
江

今月の一句 〜栄村俳句会〜
　
こ
れ
は
長
い
も
で
す
。
白
鳥
の
あ
る
お

宅
で
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。
な
ん
と
不
思
議

な
形
で
し
ょ
う
。
き
っ
と
な
に
か
原
因
が

あ
る
の
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
環
境
に
よ

っ
て
、
笑
え
る
形
、
奇
妙
な
形
と
様
々
な

形
を
生
み
出
す
農
作
物
。
皆
さ
ん
も
面
白

い
も
の
を
発
見
し
た
ら
、
ぜ
ひ
公
民
館
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
ヤ
マ
ブ
ド

ウ
の
栽
培
に
取

り
組
ん
だ
が
上

手
く
い
か
な

い
」
と
人
か
ら

相
談
さ
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け

に
、
ワ
イ
ン
造
り
の
第
一
人
者
と
出
会

い
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
づ
く
り
が
始
ま
り
ま

し
た
。そ
の
方
に
挿
し
木
を
進
め
ら
れ
、

も
ら
っ
た
ツ
ル
２
０
０
本
ほ
ど
を
挿
し

木
。
し
か
し
、
平
成
23
年
3
月
の
地
震

に
よ
っ
て
、
水
や
り
を
す
る
こ
と
も
で

き
な
く
な
り
、
残
っ
た
ツ
ル
は
た
っ
た

の
５
本
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
5
本

を
現
在
の
ブ
ド
ウ
畑
に
植
栽
し
、
10
年

ほ
ど
が
経
過
。「
最
近
や
っ
と
ヤ
マ
ブ

ド
ウ
が
実
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
」
と

吉
郎
さ
ん
。
栄
村
で
は
雪
が
多
く
ブ
ド

ウ
棚
を
作
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
縦
型
で

栽
培
し
て
い
る
ん
だ
と
か
。

　

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
の
幹
を
見
る
と
直
径
10

㎝
以
上
に
な
る
も
の
も
。
ど
こ
か
の
果

樹
園
か
と
思
う
ほ
ど
立
派
な
ブ
ド
ウ
畑

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
房
は
大
き
く

ビ
ッ
シ
リ
実
が
つ
い
て
い
て
、
食
べ
て

み
る
と
甘
く
て
お
い
し
い
！
直
売
所
か

た
く
り
に
並
べ
る
と
、
珍
し
さ
と
美
味

し
さ
で
完
売
し
た
そ
う
で
す
。
吉
郎
さ

ん
は
「
栄
村
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
マ
ッ
チ

し
て
求
め
た
く
な
る
ん
だ
ろ
う
な
。
固

定
客
も
い
る
ん
だ
よ
。
ブ
ド
ウ
づ
く
り

を
す
る
こ
と
に
よ
り
人
の
繋
が
り
が
増

え
た
よ
」と
嬉
し
そ
う
に
教
え
て
く
れ
、

横
で
奥
さ
ん
が
「
趣
味
だ
よ
、趣
味
！
」

と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　

雪
国
で
の
ブ
ド
ウ
栽
培
は
新
た
な
チ

ャ
レ
ン
ジ
！
40
年
ほ
ど
前
に
菅
沢
で
ヤ

マ
ブ
ド
ウ
を
試
験
栽
培
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
上
手
く
い
か
な
か
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
こ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
は
大
変
興
味
が
あ
り
ま
す
。

む
む
っ
？

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
作
り
？

～
宮
川
吉
郎
さ
ん（
野
田
沢
）

を
た
ず
ね
る
～

正

なんじゃこりゃ?!

写真提供　月岡光子さん（白鳥）
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栄
村

農
業
委
員
会
だ
よ
り

会　長　島 田 裕 水

新年の
ごあいさつ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
村
内
農

業
の
維
持
発
展
に
ご
尽
力
を
賜
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
水
稲
作
況
指
数
は
、
全
国

1
0
0
に
対
し
長
野
県
は
98
と
「
や
や

不
良
」
で
、
栄
村
に
お
い
て
も
品
質
は

昨
年
よ
り
は
良
く
な
っ
た
も
の
の
、
良

好
と
は
い
え
な
い
状
況
で
し
た
。
温
暖

化
の
影
響
か
、
北
海
道
で
は
1
0
6
で

豊
作
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

国
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

発
生
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

終
息
の
兆
し
は
見
え
ず
、
社
会
活
動
継

続
の
た
め
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
対
策

を
取
り
、
共
生
の
道
を
模
索
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
経
済
活
動
も
コ
ロ
ナ
前

に
戻
す
た
め
の
働
き
方
改
革
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
と
海
外
の
金
融
引
き
締

め
に
よ
る
円
安
に
よ
り
、
国
内
企
業
は

こ
ぞ
っ
て
商
品
値
上
げ
に
踏
み
き
り
、

国
内
の
物
価
上
昇
は
い
つ
ま
で
続
く
の

か
先
行
き
が
見
え
ま
せ
ん
。

　

米
の
相
対
取
引
価
格
は
昨
年
よ
り

１
，
０
０
０
円
程
上
が
っ
た
も
の
の
、

令
和
元
年
の
１
万
５
千
円
台
に
は
程
遠

い
現
状
で
す
。
農
産
物
だ
け
が
仕
入
れ

価
格
上
昇
分
を
販
売
価
格
に
転
嫁
す
る

事
が
出
来
ず
、
農
業
経
営
の
厳
し
さ
が

増
す
ば
か
り
で
す
。
こ
ん
な
情
勢
下
だ

か
ら
こ
そ
日
本
の
食
料
自
給
率
を
上

げ
、
海
外
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
た
め

に
も
日
本
農
業
を
衰
退
さ
せ
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。

　

国
で
は
農
業
者
支
援
の
た
め
、
肥
料

価
格
高
騰
対
策
（
価
格
上
昇
分
の
７
割

補
填
）
を
昨
年
の
７
月
に
政
府
決
定
し

現
在
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
長

野
県
で
は
秋
肥
・
春
肥
を
合
わ
せ
て
３

月
か
ら
申
請
受
付
と
な
り
ま
す
。
補
填

額
も
県
独
自
の
加
算
を
含
め
、
条
件
に

よ
り
８
割
～
10
割
補
填
に
な
り
ま
す
。

申
請
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後

Ｊ
Ａ
や
村
農
政
課
か
ら
説
明
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
米
の
消
費
低
迷
に
応
じ
て
主

食
用
米
作
付
調
整
が
続
い
て
お
り
、
昨

年
の
予
想
収
穫
量
は
６
７
０
万
ト
ン
と

過
去
最
低
と
な
る
見
込
み
で
す
。
現
在
、

村
で
は
耕
作
農
地
の
維
持
に
向
け
て

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。
条
件
の
悪
い
荒
廃
農
地
以

外
の
農
地
を
今
後
も
維
持
し
て
い
く
た

め
に
、
担
い
手
等
の
皆
様
か
ら
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
人
の
築
き
上
げ
た
農
地
・
営
農
技

術
を
継
承
し
つ
つ
、
新
た
な
知
恵
と
技

を
取
り
入
れ
地
域
農
業
の
発
展
に
委
員

一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も

皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご

多
幸
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新

年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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○
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　

農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地
の
把
握
、
違
反
転

用
の
早
期
発
見
、
発
生
防
止
の
た
め
、
毎
年
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
村
内
農
地
の
利
用
状
況
を
調
査

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
村
内
の
す
べ
て
の
農
地
を
対
象
と
し
て
、

各
委
員
で
担
当
地
区
の
地
図
を
作
成
し
、
調
査
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強

化
月
間
と
し
た
７
月
～
８
月
は
、
積
極
的
な
活
動
を

行
い
、
違
反
転
用
が
な
い
か
な
ど
の
見
回
り
を
実
施

し
ま
し
た
。

○
第
７
回
長
野
県
農
業
委
員
会
大
会

　

令
和
４
年
11
月
16
日

に
松
本
市
キ
ッ
セ
イ
文

化
ホ
ー
ル
に
て
、
第
７

回
長
野
県
農
業
委
員
会

大
会
が
開
催
さ
れ
、
栄

村
よ
り
９
名
の
農
業
委

員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
長
野
県

全
市
町
村
の
農
業
委

員
・
推
進
委
員
が
集
ま

り
、
表
彰
や
農
地
利
用

最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
要
請
議
決
、
各
地
域
農
業

委
員
会
の
活
動
事
例
発
表
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

非
常
に
高
い
関
心
を
持
つ
委
員
が
多
く
、
質
問
や

意
見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
11
月
21
日
に
長
野
市
に
て
開
催
さ
れ
た

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委
員
研
修
会
に
、
平
滝

地
区
の
油
科
委
員
と
２
名
で
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
女
性
委
員
が

具
体
的
な
実
践
活
動
を
学
び
、
広
域
的
な
交
流
や
情

報
交
換
等
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　

長
野
市
若
穂
地
区
で
は
、
農
地
基
盤
整
備
を
実
現

さ
せ
る
た
め
、行
政
や
Ｊ
Ａ
へ
の
働
き
か
け
、地
権
者

へ
の
説
明
を
相
当
数
実
施
し
た
と
の
事
で
す
。研
修
会

で
は
、安
定
し
た
営
農
と
担
い
手
の
継
続
確
保
を
求
め

て
、女
性
委
員
の
期
待
感
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
し
た
。

○
令
和
４
年
度
北
信
州
農
村
女
性
の
つ
ど
い

　

令
和
４
年
8
月
19
日
に
中
野
市
で
令
和
４
年
度
北

信
州
農
村
女
性
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
、
委
員
8
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

蔓
延
に
よ
り
開
催
が
見
送
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

実
に
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
は
、「
つ
な
げ
よ
う
！
つ
な
が
ろ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
Ｊ
Ａ
女
性

部
中
野
支
部
の
オ
カ
リ

ナ
演
奏
か
ら
始
ま
り
、

長
野
県
農
村
生
活
マ
イ

ス
タ
ー
下
水
内
支
部
の

紙
芝
居
や
中
野
市
へ
移

住
し
た
果
樹
農
家
等
に

よ
る
事
例
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
回
の
開
催
は
飯
山

市
が
会
場
と
な
り
ま

す
。

○
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委
員
研
修
会

に
参
加
し
て
み
て�

中
村
久
美
子

農
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
！

　
管
理
の
さ
れ
て
い
な
い
農
地
は
、
病
害
虫
の
発
生
源

と
な
り
、近
隣
農
地
の
耕
作
者
等
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

　
所
有
者
等
は
草
刈
り
や
除

草
を
行
う
等
、
適
正
な
管
理

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

８月～11月

農業
委員会の
活動報告



（20）の ぞ み令和５年１月１日

　

栄
村
農
業
委
員
会
は
令
和
５
年
７
月
に
改
選
期
を
迎
え
ま
す
。

改
選
に
当
た
っ
て
、
栄
村
で
は
①
～
③
を
満
た
す
よ
う
に
、
農
業

委
員
の
推
薦
・
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。
な
お
、
任
期
は
３
年
と

な
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
活
躍
す
る
女
性
委
員
を
求
め
て
い
ま
す
！

　月１回行われる農業委員会定例会儀では、農業
委員が農地の売買、貸し借り、転用の申請を審議
して、許可や意見を決定しています。

農地事務処理状況（令和４年４月〜11月末）
①農地法第３条、経営基盤強化法（農地の売買、貸借等）

件　数 面　積

所有権移転
売　買 11件 211ａ
贈　与 4件 171ａ
計 15件 382ａ

賃　借　権 28件 723ａ
使用貸借権 12件 376ａ

②農地法第４条及び第５条（農地転用）
件　数 面　積 用　途

第４条 ０件 ０ａ −
第５条 ２件 81ａ 住宅、宅地造成

豊かな老後に備えて農業者年金に加入しましょう!!
●農業者年金とは？
　自分のために老後の年金を積み立てる公的な制度です。
　農業者年金の受給時期は、生活設計にあわせて決めることが出来ます。

①積み立て
月額保険料：
２万円～６万７千円
※35歳未満で政策支援加入の
　対象外の方は１万円から。

（独）農業者年金基金が
一元的に運用管理
Ｈ14年度～R３年度の
平均運用利回り2.94%

②受け取り
65歳～75歳未満で本人が
請求。終身年金。
（60歳～ 64歳で繰り上げ
請求可能）

①年間60日以上農業に従事する方
②60歳未満の国民年金１号被保険者の方、または60歳以上65歳未満の国民年金任意加入者

①少子高齢化時代に対応した積立方式の終身年金です。
②保険料は加入後いつでも２万円～６万７千円の範囲で変更できます。
③支払った保険料は確定申告の際全額社会保険料控除の対象となり、所得税や住民税等の節税になります。

一定の要件を満たす方は保険料の国庫補助が受けられます！
対象者：認定農業者又は認定新規就農者で青色申告の方や、その方と家族経

営協定を結んだ配偶者・後継者など
内　容：保険料月額２万円の保険料のうち最高１万円の補助

興味のある方、加入をお考えの方は農業委員会事務局又はJAまでお問い合わせください。

今
年
、
農
業
委
員
会
は

改
選
期
を
迎
え
ま
す

会 議 報 告農
業
委
員
と
し
て
、

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

加入要件

メリット

詳しくは→こ ち ら https://www.nounen.go.jp農業者年金基金

①
少
な
く
と
も
２
分
の
１
を
認
定
農
業
者
等
と
す
る

②
農
業
者
以
外
の
中
立
な
立
場
の
委
員
を
含
め
る

③
女
性
・
青
年
を
積
極
的
に
登
用
す
る
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相続登記の申請が義務化されます！
　「相続登記がされない」などの理由から、日本各地で所有者不明土地が増加しており、大きな社会問
題となっています。こうした状況を受け、令和３年民法・不動産登
記法改正により、令和６年４月１日から不動産の相続登記の申請が
義務化されます。正当な理由なく申請を怠った時は10万円以下の過
料の適用対象となります。
　また、農地を相続すると、農地法第３条の３に基づく届出が必要
となりますので、忘れずに農業委員会へ届出を提出してください。

こんなときは農業委員会の許可が必要です！
①農地の貸し借り（利用権設定）について
　農地を借りるとき、貸すときは、農業経営基盤強化促進法に基づく「利用権設定」が必要です。遊休
農地の発生防止・解消の観点からも「高齢や仕事の都合で耕作が出来ない」「経営規模を拡大したい」
という方はぜひ手続きをしてください。

②農地を売買するとき（農地法第３条 許可）
　個人や法人が農地を耕作目的で売買する場合は、一定要件を満たし、農業委員会の
許可を受ける必要があります。
　　　　　・取得農地等を含むすべての農地等を効率的に利用して耕作
　　　　　・取得者が、必要な農作業に常時従事（原則150日以上）
　　　　　・取得後の農地面積の合計が10アール以上（令和５年４月１日から廃止）
　　　　　・周辺の農地の利用に悪影響を与えないこと

③農地を転用するとき（農地法第４条・第５条 許可）
　農地を宅地にするなど、農業以外の目的で使用したい場合は、長野県知事の許可を受けなければなり
ません。許可を受けず、無断で転用した場合は「違反転用」という法律違反になります。
　自分が所有する農地を転用したいときは農地法第４条、他の人の農地を取得（貸借）し転用したい場
合は農地法第５条に基づく手続きになります。

※農地の売買、転用計画のある方は、お近く
の農業委員か農業委員会事務局にご相談く
ださい。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

農
業
委
員
と
し
て
、
東
部
地
区
の
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル

を
通
じ
て
、
各
所
で
農
業
者
の
高
齢
化
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

各
地
区
に
お
い
て
、
将
来
の
農
業
に
つ
い

て
集
落
全
体
で
考
え
、
農
地
利
用
の
改
善
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
も
女
性
農

業
委
員
と
し
て
力
を
発
揮
し
、
元
気
な
栄
村

を
作
る
こ
と
が
出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。

�

（
広
報
編
集
委
員　

中
村
）

編

後

集

記

↑詳しくは
こちら

法務省

「全国農業新聞」
読んでみませんか！

　全国農業新聞は毎週金曜日発行、
月額700円で、１ヶ月に４回「農業
界のいま」をあなたのお手元にお届
けします。
　お申込みはお近くの農業委員又は
農業委員会事務局まで。

要 件

各種申請様式は村ホームページに掲載しています。

栄村農業委員会　各種申請様式

農業委員会からのお知らせ
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